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先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-1-1-3-2 津波への配慮に関する説明書） 

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 
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比較表において，相違理由を類型化したものについては以下にまとめて記載する。下記以外の相違については，備考欄に相違理由を記載する。 

相違№ 相 違 理 由 

① ・東海第二は確率論的リスク評価において津波のリスクが有意となる結果となったことから，敷地に遡上する津波に対する防護を考慮している

② ・島根２号機は取水槽水位計により，水位上昇側の津波高さも監視できることから，潮位計を設置していない

③ 

・耐津波設計に係る設工認審査ガイドの改正に伴う相違

＜相違項目＞ 

「浸水」⇒「流入」，「浸水防止」⇒「流入防止」，「浸水経路」⇒「流入経路」，「襲来」⇒「来襲」，「保守的」⇒「安全側」 

「経路，浸水口（扉，開口部，貫通口等）」⇒「経路（扉，開口部，貫通口等）」，「津波による溢水」⇒「地震による溢水に加えて津波の流入」 

「特定した経路，浸水口に対して浸水対策」⇒「それらに対して浸水対策」 

「浸水の可能性のある経路及び浸水口」⇒「浸水想定範囲外に流出する可能性のある経路」 
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Ⅵ-1-1-3-2 津波への配慮に関する説明書 
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津波への配慮に関する説明書は，以下の資料により構成されてい

る。 

Ⅵ-1-1-3-2-1 耐津波設計の基本方針 

Ⅵ-1-1-3-2-2 基準津波の概要 

Ⅵ-1-1-3-2-3 入力津波の設定 

Ⅵ-1-1-3-2-4 入力津波による津波防護対象設備への影響評価 

Ⅵ-1-1-3-2-5 津波防護に関する施設の設計方針 
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先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-1-1-3-2-4 入力津波による津波防護対象設備への影響評価） 

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

黄色・・前回提出時からの変更箇所 
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Ⅵ-1-1-3-2-4 入力津波による津波防護対象設備への影響評価 
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1. 概要

本資料は，津波防護対策の方針として，津波防護対象設備に対す

る入力津波の影響について説明するものである。 

津波防護対象設備が，設置(変更)許可を受けた基準津波によりそ

の安全機能又は重大事故等に対処するために必要な機能が損なわ

れるおそれがないよう，遡上への影響要因，流入経路等を考慮し

て，設計時にそれぞれの施設に対して入力津波を設定するととも

に津波防護対象設備に対する入力津波の影響を評価し，影響に応

じた津波防護対策を講じる設計とする。 

評価においては，Ⅵ-1-1-3-2-3「入力津波の設定」に示す入力津

波を用いる。 

2. 設備及び施設の設置位置

(1) 津波防護対象設備

津波防護対象設備については，Ⅵ-1-1-3-2-1「耐津波設計の基本

方針」の「2.1.1 津波防護対象設備」にて設定している設備を

対象としている。ただし，津波防護対象設備のうち非常用取水設

備については，津波来襲時において津波の影響から防護するため

に設置する津波防護対策そのもの又は津波の経路を形成する構築

物であることから，これらの設備は津波による津波防護対象設備

の影響評価の対象となる津波防護対象設備から除く。 

(2) 津波防護対象設備を内包する建物及び区画の設定

a. 設定の方針

津波防護対象設備を内包する建物及び区画の単位で防護すること

で，その中に設置している津波防護対象設備を防護できることか

ら，津波防護対象設備を内包する建物及び区画を設定する。 

b. 設定の方法

耐震重要度分類及び安全機能の重要度分類に基づき，津波防護対

象設備を選定し，当該設備が設置される建物及び区画を調査し，

抽出された当該建物及び区画を「津波防護対象設備を内包する建

物及び区画」として設定する。 

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違
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c. 結果

発電所の主要な敷地高さは，主に EL 8.5m，EL 15.0m，EL 44.0m

及び EL 50.0m に分かれている。 

EL 15.0m の敷地には，原子炉建物，廃棄物処理建物及び制御室

建物があり，EL 8.5m の敷地には，タービン建物がある。また，

EL 15.0m の敷地にＢ－非常用ディーゼル発電機（燃料移送系）

を設置するエリアがあり，EL 8.5m の敷地にＡ－非常用ディーゼ

ル発電機（燃料移送系），高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機

（燃料移送系）及び排気筒を設置するエリアがある。また，EL 

8.5m の敷地地下の取水槽床面 EL 1.1m に原子炉補機海水ポンプ

及び高圧炉心スプレイ補機海水ポンプを設置するエリアがある。 

このため，上記の建物及び区画を設計基準対象施設の津波防護対

象設備を内包する建物及び区画として設定する。 

また，設計基準対象施設の津波防護対象設備を内包する建物及び

区画に加え，EL 15.0m の敷地に第１ベントフィルタ格納槽及び

低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽，EL 44.0m の敷地にガスター

ビン発電機用軽油タンクを設置するエリア及びガスタービン発電

機建物，EL 50.0m の敷地に緊急時対策所があり，可搬型重大事

故等対処設備については，EL 8.5m の敷地にある第４保管エリ

ア，EL 13.0m～33.0m の敷地にある第３保管エリア，EL 44.0m の

敷地にある第２保管エリア及び EL 50.0m の敷地にある第１保管

エリアにそれぞれに保管されている。これらの建物及び区画を重

大事故等対処施設の津波防護対象設備を内包する建物及び区画と

して設定する。 

・敷地高さの相違

【東海第二，柏崎７】 

・設備の配置状況の相

違 

【東海第二，柏崎７】 

・設備の配置状況の相

違 

【東海第二，柏崎７】 
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設計基準対象施設の津波防護対象設備を内包する建物及び区画並

びに重大事故等対処施設の津波防護対象設備を内包する建物及び

区画(以下「津波防護対象設備を内包する建物及び区画」とい

う。)の配置を図 2－1に示す。また，島根原子力発電所第２号機

の主要断面概略図を図 2－2に示す。 

・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違

・立地条件の相違

【東海第二，柏崎７】 
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図 2－1 津波防護対象設備を内包する建物及び区画範囲 

・設備の配置状況の相

違 

【東海第二，柏崎７】 
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・立地条件の相違

【東海第二，柏崎７】 
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図 2－2 島根原子力発電所第２号機の主要断面概略図 ・設備の配置状況の相

違 

【東海第二，柏崎７】 
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3. 入力津波による津波防護対象設備への影響評価

3.1 入力津波による津波防護対象設備への影響評価の基本方針 

敷地の特性（敷地の地形，敷地及び敷地周辺の津波の遡上，浸

水状況等)に応じた津波防護を達成するため，敷地への流入防止

（外郭防護１)，漏水による重要な安全機能及び重大事故等に対

処するために必要な機能への影響防止（外郭防護２)，重要な安

全機能及び重大事故等に対処するために必要な機能を有する施設

の隔離（内郭防護）並びに水位変動に伴う取水性低下及び津波の

二次的な影響による重要な安全機能及び重大事故等に対処するた

めに必要な機能への影響防止の観点から，入力津波による津波防

護対象設備への影響の有無の評価を実施することにより，津波防

護対策が必要となる箇所を特定し，津波防護対策を実施する設計

とする。また，上記の津波防護対策のほかに，津波監視設備とし

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違
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て，津波監視カメラ及び取水槽水位計を，漂流防止装置として，

係船柱を設置する設計とする。 

津波監視設備である津波監視カメラ及び取水槽水位計並びに漂流

防止装置である係船柱の詳細な設計方針については，Ⅵ-1-1-3-

2-5「津波防護に関する施設の設計方針」に示す。

ここで，日本海東縁部に想定される地震による津波について

は，波源が敷地から離れており，地震による敷地への影響が小さ

く，津波来襲時に防波堤が損傷していることは考えにくい。ま

た，敷地近傍の震源による地震により防波堤が損傷し，その後に

日本海東縁部に想定される地震による津波が来襲することが考え

られるが，敷地近傍の震源による地震により防波堤が損傷した後

の短期間に，日本海東縁部に想定される地震による津波が来襲す

る可能性は小さい。一方で，敷地近傍の震源による地震等により

防波堤が損傷した場合，補修に長期間を要することも想定される

ことを踏まえ，防波堤が無い場合の日本海東縁部に想定される地

震による津波に対する津波防護についても考慮する。 

3.2 敷地への流入防止（外郭防護１）に係る評価 

津波防護対象設備への影響評価のうち，敷地への流入防止（外

郭防護１）に係る評価にあたっては，敷地への津波の流入を防止

するための評価を行うため，「(1) 評価方針」にて評価を行う方

針を定め，「(2) 評価方法」に定める評価方法を用いて評価を実

施し，評価の結果を「(3) 評価結果」に示す。 

評価において，「2. 設備及び施設の設置位置」にて設定してい

る津波防護対象設備を内包する建物及び区画に，津波が流入する

可能性があり，津波防護対策が必要と確認された箇所について

は，「(4) 津波防護対策」に示す対策を講じることにより，津波

防護対象設備を内包する建物及び区画への津波の流入を防止でき

ることとし，この場合の「(3) 評価結果」は，津波防護対策を

踏まえて示すこととする。 

(1) 評価方針

津波が敷地に来襲した場合，津波高さによって，敷地を遡上し

地上部から津波防護対象設備を内包する建物及び区画に到達，流

・津波防護対策の相違

【東海第二】 

島根２号機は取水槽

水位計により，水位上昇

側の津波高さも監視で

きることから，潮位計を

設置していない 

・津波防護対策の相違

【東海第二，柏崎 7】 

 島根２号機は漂流防

止装置として係船柱を

設置する 

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

13



東海第二発電所（2018.10.12 版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25 版） 島根原子力発電所 ２号機 備考 

入する可能性が考えられる。また，海域と連接する取水路，放水

路等の経路から津波防護対象設備を内包する建物及び区画に津波

が流入する可能性が考えられる。 

このため，敷地への流入防止（外郭防護１）に係る評価では，敷

地への遡上に伴う津波（以下「遡上波」という。）による入力津

波の地上部からの到達，流入並びに取水路，放水路等の経路から

の流入に伴う津波（以下「経路からの津波」という。）による入

力津波の流入に分け，各々において津波防護対象設備を内包する

建物及び区画に津波が流入し，津波防護対象設備へ影響を与える

ことがないことを評価する。具体的には以下のとおり。 

a. 遡上波の地上部からの到達，流入の防止

津波防護対象設備を内包する建物及び区画が，基準津波による

遡上波が到達しない十分高い位置に設置してあることを確認す

る。 

また，基準津波による遡上波が到達する高さにある場合には，

津波防護施設及び浸水防止設備の設置により遡上波が到達しない

ことを確認する。 

b. 取水路，放水路等の経路からの津波の流入防止

取水路，放水路等の経路から津波が流入する可能性について検

討したうえで，流入の可能性のある経路(扉，開口部，貫通口等)

を特定する。 

特定した経路に対して，津波防護施設及び浸水防止設備の設置に

より津波の流入を防止可能であることを確認する。 

・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違
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(2) 評価方法

a. 遡上波の地上部からの到達，流入の防止

遡上波による敷地周辺の遡上の状況を加味した浸水の高さ分布

と，津波防護対象設備を内包する建物及び区画の設置された敷地

の標高に基づく許容津波高さ又は津波防護対策を実施する場合は

それを踏まえた許容津波高さとの比較を行い，遡上波の地上部か

らの到達，流入の可能性の有無を評価する。 

なお，評価においては，基準津波の策定位置における最高水位

の年超過確率は 10-4～10-5程度であり，独立事象として津波と高

潮が重畳する可能性は極めて低いと考えられるものの，高潮ハザ

ードについては，プラント運転期間を超える再現期間 100 年に対

する期待値 EL l.36m と，入力津波で考慮した朔望平均満潮位 EL 

0.58m と潮位のばらつき 0.14m の合計との差 0.64m を参照する裕

度とし，設計上の裕度が参照する裕度を上回っていることを確認

する。高潮の考慮の概念図を図 3－1(1)に示す。 

高潮ハザードの再現期間 100 年に対する期待値については，図 3

－1(2)に示すとおり，発電所構内(輪谷湾)における至近 15年

・評価条件の相違

【東海第二，柏崎７】 
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(1995 年～2009 年)の潮位観測記録に基づき求めた最高潮位の超

過発生確率を参照する。 

b. 取水路，放水路等の経路からの津波の流入防止

津波が流入する可能性のある経路として，津波来襲時に海域と

連接する取水路，放水路及び屋外排水路の経路を特定する。 

特定した各々の経路の標高に基づく許容津波高さ又は津波防護

対策を実施する場合はそれを踏まえた許容津波高さと，経路から

の津波高さを比較することにより，津波防護対象設備を内包する

建物及び区画への津波の流入の可能性の有無を評価する。なお，

流入の可能性に対する設計上の裕度評価の判断の際には，「a. 

遡上波の地上部からの到達，流入の防止」と同様に裕度が確保で

きていることを確認する。 

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・流入の可能性のある

経路の相違 

【東海第二，柏崎７】 

・流入する可能性があ

る経路の相違 

【柏崎７】 

 柏崎７号は津波防護

対象設備を内包する建

屋及び区画を設置する

敷地へ遡上波が到達し

ない 

・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違
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図 3－1(1) 高潮の考慮の概念図（基準津波 1（防波壁）） 
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図 3－1(2) 発電所構内(輪谷湾)における最高潮位の超過発生確

率 

・記載の相違

【東海第二，柏崎７】 

 島根２号機は高潮を

考慮した裕度の説明性

の充実化のため，高潮の

考慮の概念図を追加し

ている（例として基準津

波 1 の防波壁を示して

いる） 

潮
位
（
E
L

c
m
）

再現期間（年）

超過確率（％）

50  20  10  5  1
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(3) 評価結果

a. 遡上波の地上部からの到達，流入の防止

遡上波による敷地周辺の遡上の状況，浸水の分布等の敷地への

浸水の可能性のある経路(以下「遡上経路」という。)を踏まえる

と，津波防護対象設備を内包する建物及び区画が設置される敷地

のうち，EL 8.5m の敷地においては，遡上波が地上部から到達，流

入する可能性があるが，津波防護施設を設置することにより，津

波防護対象設備へ影響を与えることはない。具体的な評価結果は，

・評価結果の相違

【柏崎７】 

島根２号機は遡上波
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以下のとおり。 

遡上波の地上部からの到達，流入の評価結果を表 3－1に示す。 

津波防護対象設備を内包する建物及び区画には原子炉建物，制御

室建物，廃棄物処理建物，第１ベントフィルタ格納槽，低圧原子

炉代替注水格納槽並びに屋外設備であるＢ－非常用ディーゼル発

電機（燃料移送系）を設置するエリア及び屋外配管ダクト（Ｂ－

ディーゼル燃料貯蔵タンク～原子炉建物）があり，図 2－1に示す

とおり，EL 15.0m の敷地に設置している。 

また，その他の津波防護対象設備を内包する建物及び区画のうち，

ガスタービン発電機建物，緊急時対策所及び屋外設備であるガス

タービン発電機用軽油タンクを設置するエリア並びに可搬型重大

事故等対処設備の保管場所である第１，２，３保管エリアは，図 2

－1に示すとおり，EL 13.0m 以上の敷地に設置されており，施設

護岸又は防波壁における入力津波高さ 11.9m と比較しても，津波

による遡上波は地上部から到達，流入しない十分高い位置に設置

している。これらの結果は，参照する裕度 0.64m を考慮しても余

裕がある。 

津波防護対象設備を内包する建物及び区画のうち，タービン建物，

取水槽海水ポンプエリア，取水槽循環水ポンプエリア並びに屋外

設備であるＡ－非常用ディーゼル発電機（燃料移送系），高圧炉心

スプレイ系ディーゼル発電機（燃料移送系）を設置するエリア，

排気筒を設置するエリア，屋外配管ダクト（タービン建物～排気

筒，タービン建物～放水槽）及び可搬型重大事故等対処設備の保

管場所である第 4保管エリアは，図 2－1に示すとおり，EL 8.5m 

の敷地に設置しているため，遡上波が到達，流入する高さに設置

している。このため，津波防護施設である防波壁及び防波壁通路

防波扉を設置することにより，遡上波の到達，流入を防止する。

防波壁の設置位置の概要図を図 3－2，施設護岸又は防波壁位置に

おける基準津波の時刻歴波形を図 3－3に示す。施設護岸又は防波

壁位置における入力津波高さは EL 11.9m に対して，防波壁及び防

が地上部から津波対象

設備を内包する建物及

び区画へ流入する可能

性があるため，津波防護

施設を設置する 

・設備の配置状況の相

違 

【東海第二，柏崎７】 
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波壁通路防波扉の天端高さは EL 15.0m であり，入力津波高さに対

して参照する裕度 0.64m 以上の裕度がある。 

なお，遡上波の地上部からの到達，流入の防止として，防波壁（東

端部）及び防波壁（西端部）では，堅固な地山斜面により，遡上波

の地上部からの到達，流入を防止する。 

表 3－1 遡上波の地上部からの到達，流入評価結果 

・立地条件の相違

【東海第二，柏崎７】 

 島根２号機は遡上波

の防止として地山斜面

も活用している。 

・評価結果の相違

【東海第二，柏崎 7】
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図 3－2 防波壁設置位置の概要図 

注：灰色の網掛けは評価地点の標高以下の範囲を示す。 

図 3－3 時刻歴波形（施設護岸又は防波壁） 

・設備の配置状況の相

違 

【東海第二，柏崎７】 

・設備の配置状況の相

違 

【東海第二，柏崎７】 
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・評価結果の相違

【東海第二】 
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・評価結果の相違

【東海第二】 

・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違
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b. 取水路，放水路等の経路からの津波の流入防止

津波が流入する可能性のある流入経路を特定し，その経路ごと

に津波防護対象設備を内包する建物及び区画への流入の有無を評

価した結果，津波防護対策として津波防護施設及び浸水防止設備

を設置することにより，経路からの津波は流入しないことから津

波防護対象設備へ影響を与えることはない。具体的な評価結果は

以下のとおり。 

(a) 津波防護対象設備を内包する建物及び区画へ津波が流入す

る可能性のある経路(流入経路)の特定 

津波来襲時に海域と連接し，津波防護対象設備を内包する建物及

び区画への津波の流入の可能性のある主な経路としては，表 3－2

及び図 3－4に示すように，取水路，放水路，屋外排水路がある。 

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・流入の可能性のある

経路の相違 

【東海第二，柏崎７】 
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表 3－2 流入経路特定結果 

図 3－4 海域に接続する経路 

・流入の可能性のある

経路の相違 

【東海第二，柏崎７】 

流入経路 流入箇所 

取水路 

２号機 取水槽除じん機エリア天端開口部(EL 8.8m) 

取水槽除じん機エリアと取水槽海水ポンプエリアとの貫通部(EL 

6.5m～7.3m) 

取水槽除じん機エリアと取水槽Ｃ／Ｃケーブルダクトとの貫通部

(EL 6.2m～6.5m) 

床面開口部(EL 1.1m) 

循環水系 循環水ポンプ（据付部含む）及び配管(EL 1.1m)＊１ 

海水系 

原子炉補機海水ポンプ（据付部含む）及び配管(EL 1.1m) ＊１ 

高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ（据付部含む）及び配管(EL 

1.1m) ＊１ 

タービン補機海水ポンプ（据付部含む）及び配管(EL 1.1m) ＊１

１号機 取水槽天端開口部(EL 8.8m) 

３号機 
取水槽天端開口部(EL 8.8m) 

取水路点検口天端開口部(EL 9.5m) 

放水路 

２号機 放水槽天端開口部(EL 8.8m) 

放水接合槽天端開口部(EL 8.0m) 

放水槽と屋外配管ダクト（タービン建物～放水槽）との貫通部 

(EL 2.3～4.5m) 

循環水系 循環水系配管（EL -2.8m）＊２ 

海水系 
原子炉補機海水系配管（EL 2.3m）＊２ 

タービン補機海水系配管（EL 3.3m）＊２

排水管 液体廃棄物処理系配管（EL 4.3m）＊２ 

１号機 

放水槽天端開口部(EL 8.8m) 

冷却水排水槽天端開口部(EL 8.5m) 

マンホール天端開口部(EL 8.5m)

放水接合槽天端開口部(EL 9.0m) 

３号機 
放水槽天端開口部(EL 8.8m) 

放水接合槽天端開口部(EL 8.5m) 

屋外排水路 屋外排水路（EL 2.7～7.3m） 

注記 ＊１： 施設，設備を設置した床面高さを記載 

＊２： 放水槽への接続高さを記載 
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・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違
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(b) 特定した流入経路ごとの評価

イ. ２号機取水路からの流入経路について

取水路のうち海水系は，取水口から取水管，取水槽を経由し，

海水系配管を介しタービン建物に接続している。また，取水路の

うち循環水系は，取水口から取水管，取水槽を経由し，循環水系

配管を介しタービン建物に接続している。取水路からの流入経路

に係る平面図を図 3－5に示す。 

また，取水槽除じん機エリアに取水槽海水ポンプエリア及び取水

槽Ｃ／Ｃケーブルダクトが隣接しており，取水槽Ｃ／Ｃケーブル

ダクトは取水槽Ｃ／Ｃ室及びタービン建物に接続している。 

これらの取水路から津波防護対象設備を内包する建物及び区画を

設置する敷地に津波が流入する可能性について評価を実施する。

結果を以下に，また結果の一覧を表 3－3にまとめて示す。 

・評価する経路の相違

【東海第二，柏崎７】 
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(イ) 取水路から敷地地上部への流入について

取水路につながり津波防護対象設備を内包する建物及び区画を

設置する敷地に津波が流入する可能性のある経路としては図3－6

に示すとおり取水槽除じん機エリアの天端開口部が挙げられる。 

取水槽除じん機エリアについては，日本海東縁部に想定される地

震による津波及び海域活断層に想定される地震による津波の入力

津波高さの最大値 EL 10.6m より，開口部に設置している取水槽除

じん機エリア防水壁及び水密扉の天端高さ EL 11.3m の方が高く，

この高さは参照する裕度 0.64m を考慮しても余裕がある。取水槽

の浸水対策の概要を図 3－7，図 3－8に示す。 

また，取水路につながり津波防護対象設備を内包する建物及び区

画を設置する敷地に津波が流入する可能性のある経路として，図

3－8に示すとおり，取水槽Ｃ／Ｃケーブルダクトがあるが，取水

槽除じん機エリアと取水槽Ｃ／Ｃケーブルダクトの境界にある貫

通部には貫通部止水処置を実施している。 

以上より，これらの経路から津波防護対象設備を内包する建物及

び区画を設置する敷地に津波が流入することはない。 

・流入の可能性がある

経路及び入力津波高さ

の相違 

【東海第二，柏崎７】
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(ロ) 取水路から建物への流入について

取水路につながり津波防護対象設備を内包する建物に津波が流

入する可能性のある経路としては，取水槽からタービン建物及び

原子炉建物に海水を送水する海水系配管及び循環水系配管が挙げ

られるが，これらの配管は，建物内に開口部はないため津波が直

接流入する経路とはならない。 

海水系配管，循環水配管の経路及び耐震クラス（浸水防止機能を

除く）を図 3－9に示す。 

(ハ) 取水路から区画への流入について

取水路につながり津波防護対象設備を内包する区画である取水

槽海水ポンプエリア及び取水槽循環水ポンプエリアに流入する可

能性のある経路としては，取水槽海水ポンプエリア及び取水槽循

環水ポンプエリアの床面及び壁面開口部が挙げられる。また，取

水槽からタービン建物及び原子炉建物に海水を送水する海水系ポ

ンプ及び配管並びに循環水系ポンプ及び配管が挙げられるが，こ

れらのポンプ及び配管は，区画内に開口部はないため津波が直接

流入する経路とはならない。 

取水槽海水ポンプエリア及び取水槽循環水ポンプエリアの床面及

び壁面開口部に対しては，図 3－7，図 3－8に示すとおり，浸水

防止設備として取水槽床ドレン逆止弁を設置するとともに，貫通

部止水処置を実施することにより，取水槽海水ポンプエリア及び

取水槽循環水ポンプエリアへの津波の流入を防止する。 

・流入の可能性がある

経路の相違 

【東海第二，柏崎７】 

・流入の可能性がある

経路の相違 

【東海第二，柏崎７】 
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図 3－5 ２号機 取水施設の配置図 

表 3－3 取水路からの津波の流入評価結果 
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図 3－6 ２号機 取水施設断面図 

図 3－7 取水槽の浸水対策の概要（断面図） 

図 3－8 取水槽の浸水対策の概要（平面図） 

・流入の可能性がある

経路の相違 

【東海第二】 
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図 3－9 海水系配管及び循環水系配管経路概要図 
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・流入の可能性がある

経路の相違 

【東海第二】 

・流入の可能性がある

経路の相違 

【東海第二】 
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・流入の可能性がある

経路の相違 

【東海第二】 
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・流入の可能性がある

経路の相違 

【東海第二】 
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・流入の可能性がある

経路の相違 

【東海第二】 
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・流入の可能性がある

経路の相違 

【東海第二】 
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・流入の可能性がある

経路の相違 

【東海第二】 
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ロ. 放水路からの流入経路について

放水路のうち海水系は，タービン建物から海水系配管を介し

て，放水槽に接続している。また，循環水系は，タービン建物か

ら循環水系配管及びダクトを介して，放水槽に接続している。放

水槽からは，放水路及び放水接合槽を経由して放水口から海域に

放水する。放水路からの流入経路に係る平面図を図 3－10 に示す 

これらの放水路から津波防護対象設備を内包する建物及び区画

を設置する敷地に津波が流入する可能性について評価を行った。

結果を以下に，また結果の一覧を表 3－4にまとめて示す。 

(イ) 放水路から敷地地上部への流入について

放水路につながり津波防護対象設備を内包する建物及び区画を

設置する敷地に津波が流入する可能性のある経路としては放水槽

及び放水接合槽の天端開口部が挙げられる。放水槽については，

開口部の天端高さ（放水槽位置：EL 8.8m）は，入力津波高さ

（放水槽位置：EL 7.9m）よりも高い。 

また，放水接合槽については，開口部の天端高さ（放水接合槽

位置：EL 8.0m）は，入力津波高さ（放水接合槽位置：EL 6.1m）

よりも高い。 

この高さは参照する裕度 0.64m を考慮しても余裕がある。した

がって，これらの経路から津波防護対象設備を内包する建物及び

区画を設置する敷地に津波が流入することはない。放水路からの

流入経路に係る断面図を図 3－11 に示す。 

・流入の可能性がある

経路の相違 

【東海第二，柏崎 7】 

・考慮する流入経路及

び入力津波高さの相違 

【東海第二，柏崎 7】
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(ロ) 放水路から建物への流入について

放水路につながり津波防護対象設備を内包する建物に津波が流

入する可能性のある経路としては，原子炉建物及びタービン建物

から放水路に海水を送水する海水系配管及び循環水系配管並びに

排水管として液体廃棄物処理系配管の貫通部が挙げられる。 

海水系配管は，屋外配管ダクト（タービン建物～放水槽）を通

って放水槽に接続しており，原子炉建物及びタービン建物内に開

口部はなく，貫通部には止水処置を実施しているため，この経路

から津波の流入はない。循環水系配管は，タービン建物から循環

水排水路を介して放水槽に接続しており，タービン建物内に開口

部はなく，循環水系配管の貫通部はコンクリート巻立てによる密

着構造となっていることから津波が流入することはない。循環水

排水路平面図を図 3－12，図 3－13 に示す。液体廃棄物処理系配

管からの流入の可能性については，「ニ. その他排水管からの流

入について」に示す。 

(ハ) 放水路から区画への流入について

図 3－10 に示すとおり，放水路につながり津波防護対象設備を

内包する区画に流入する可能性のある経路はない。 

図 3－10 ２号機 放水施設の配置図 

・流入の可能性がある

経路の相違 

【東海第二，柏崎 7】 

・流入の可能性がある

経路の相違 

【東海第二】 
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表 3－4 放水路からの津波の流入評価結果 

・流入の可能性がある

経路の相違 

【東海第二】 
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図 3－11 ２号機 放水施設の断面図 

図 3－12 屋外配管ダクト平面図 

図 3－13 循環水排水路平面図(1/2) 

貫通部 
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図 3－13 循環水排水路断面図(2/2) 

（①－①断面）

・流入の可能性がある

経路の相違 

【東海第二】 
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・流入の可能性がある

経路の相違 

【東海第二】 
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・流入の可能性がある

経路の相違 

【柏崎７】 

・流入の可能性がある

経路の相違 

【東海第二】 

55



東海第二発電所（2018.10.12 版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25 版） 島根原子力発電所 ２号機 備考 

ハ. 屋外排水路からの流入について

海域から津波防護対象設備を内包する建物及び区画を設置する敷

地につながる屋外排水路としては，３号機北岸に 6箇所（①～

⑥），３号機東岸に 3箇所（⑦～⑨）及び１，２号機北岸に 4箇

所（⑩～⑬）計 13箇所あり，排水路上には敷地面に開口する形

で集水桝が設置されている。屋外排水路の全体配置図を図 3－14

に示す。 

図 3－14 屋外排水路の全体配置図 

・流入の可能性がある

経路の相違 

【東海第二，柏崎７】 
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屋外排水路につながり津波防護対象設備を内包する建物及び区

画を設置する敷地に津波が流入する可能性のある経路としては集

水桝の開口部が挙げられ，これらは敷地面上(EL 8.5m)で開口し

ているが，浸水防止設備として屋外排水路逆止弁を設置してい

る。屋外排水路逆止弁は津波高さに対して浸水防止機能を十分に

保持する設計とすることから，屋外排水路から流入する津波は，

敷地に到達しないことを確認している。以上の結果を表 3－5に

まとめて示す。 

表 3－5 屋外排水路からの津波の流入評価結果 

・流入の可能性がある

経路の相違 

【柏崎７】 
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ニ. その他排水管からの流入について

放水路につながり津波防護対象設備を内包する建物に津波が流

入する可能性のある経路としては，廃棄物処理建物からタービン

建物，屋外配管ダクト（タービン建物～放水槽）を経由し，放水

槽へ排水を送水する液体廃棄物処理系（ランドリドレン系）配管

が挙げられる。その他排水管の経路概要図を図 3－15に示す。 

液体廃棄物処理系（ランドリドレン系）配管は，内包水に対す

るバウンダリが形成されているため，津波が配管に流入した場合

においても建物内に流入はない。 

・流入の可能性がある

経路の相違 

【東海第二，柏崎７】 

59



東海第二発電所（2018.10.12 版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25 版） 島根原子力発電所 ２号機 備考 

図3－15 その他排水管の経路概要図 

・流入の可能性がある

経路の相違 

【東海第二，柏崎７】 
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ホ. 他号機(１，３号機)の取水路・放水路等の経路からの流入

について 

海域に接続する他号機（１，３号機）の取水路，放水路等の経

路から津波防護対象設備を設置する敷地に津波が流入する可能性

について評価を行った。他号機（１，３号機）から海域に接続す

る経路を表 3－6に示す。 

表 3－6 海域に接続する経路（他号機（１，３号機）） 

(イ) 他号機（１，３号機）の取水路からの流入について

１，３号機の取水路につながり，津波防護対象設備を内包する

建物及び区画を設置する敷地に津波が流入する可能性のある経路

としては，取水槽等の天端開口部が挙げられる。１，３号機の取

水施設の配置図を図 3－16 に，１，３号機の取水施設の断面図を

図 3－17，図 3－18 に示す。 

１号機取水槽については，流路縮小工を設置することにより，

敷地への津波の流入を防止する。 

３号機取水槽及び取水路点検口については，これらの開口部の

天端高さは，いずれも取水槽等における入力津波高さよりも高

・流入の可能性がある

経路の相違 

【柏崎７】 

・流入の可能性がある

経路の相違 

【柏崎７】 
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い。また，この高さは参照する裕度 0.64m を考慮しても余裕があ

る。 

以上より，これらの経路から津波防護対象設備を内包する建物

及び区画を設置する敷地に津波が流入することはない。評価結果

を表 3－7に示す。 

図 3－16 １，３号機 取水施設の配置図 

図 3－17 １号機 取水施設の断面図 

図3－18 ３号機 取水施設の断面図 

・流入の可能性がある

経路の相違 

【柏崎７】 

EL -13.35m
取水管

取水口

防波壁

取水槽
EL 15.0m

EL 8.8m

EL -7.1m

EL -9.5m
EL -11.5m

天端開口
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表3－7 他号機(１，３号機)の取水路からの 

津波の流入評価結果 
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(ロ) 他号機（１，３号機）の放水路からの流入について

１，３号機の放水路につながり，津波防護対象設備を内包する

建物及び区画を設置する敷地に津波が流入する可能性のある経路

としては，放水槽等の天端開口部が挙げられるが，これらの開口

部天端高さは，いずれも放水槽等における入力津波高さよりも高

い。また，この高さは参照する裕度 0.64m を考慮しても余裕があ

る。したがって，これらの経路から津波防護対象設備を内包する

建物及び区画を設置する敷地に津波が流入することはない。１，

３号機の放水施設の配置図を図 3－19 に，１，３号機の放水施設

の断面図を図 3－20，図 3－21 に示す。評価結果を表 3－8に示

す。 

図 3－19 １，３号機 放水施設の配置図 

図 3－20 １号機 放水施設の断面図 

図 3－21 ３号機 放水施設の断面図 

・流入の可能性がある

経路の相違 

【東海第二，柏崎７】
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表 3－8 他号機(１，３号機)の放水施設からの津波の 

流入評価結果 
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・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違
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(c) 各経路からの流入評価まとめ

各経路からの流入評価の結果一覧を表 3－9に示す。各経路にお

ける裕度は，参照する裕度である 0.64m と比較して十分な裕度が

あることを確認している。 

表 3－9 各経路からの流入評価結果(1/2) 

・資料構成の相違

【柏崎７】 

 島根２号機は，各経路

からの流入評価のまと

めを記載。 

・評価結果の相違

【東海第二】 
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表3－9 各経路からの流入評価結果(2/2)
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・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違
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(4) 津波防護対策

「(3) 評価結果」にて示すとおり，敷地への流入防止（外郭防

護１）を実施するため，津波防護施設として，防波壁及び防波壁

通路防波扉を設置し，１号機取水槽に流路縮小工を設置する。 

また，浸水防止設備として，屋外排水路に屋外排水路逆止弁，２

号機取水槽に取水槽除じん機エリア防水壁，取水槽除じん機エリ

ア水密扉及び取水槽床ドレン逆止弁を設置し，貫通部止水処置を

実施する。外郭防護として津波防護施設及び浸水防止設備を設置

する際には，設計上の裕度を考慮することとする。 

これらの設備の設置位置の概要を図 3－22 に示す。また，詳細な

設計方針については，Ⅵ-1-1-3-2-5「津波防護に関する施設の設

計方針」に示す。 

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・津波防護施設，浸水防

止設備の相違 

【東海第二，柏崎７】
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図 3－22 津波防護対象設備の配置図 

・津波防護施設，浸水防

止設備の相違 

【東海第二，柏崎７】
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3.3 漏水による重要な安全機能及び重大事故等に対処するため

に必要な機能への影響防止（外郭防護２）に係る評価 

津波防護対象設備への影響評価のうち，漏水による重要な安全機

能及び重大事故等に対処するために必要な機能への影響防止(外

郭防護２)に係る評価にあたっては，漏水による津波防護対象設

備が有する重要な安全機能及び重大事故等に対処するために必要

な機能への影響を防止するための評価を行うため，「(1) 評価方

針」にて評価を行う方針を定め，「(2) 評価方法」に定める評価

方法を用いて評価を実施し，評価の結果を「(3) 評価結果」に

示す。 

評価において，漏水する可能性があると確認された箇所について

は，「(4) 津波防護対策」に示す対策を実施することにより，漏

水によって津波防護対象設備が有する重要な安全機能及び重大事

故等に対処するために必要な機能を損なわないこととし，この場

合の「(3) 評価結果」は，津波防護対策を踏まえて示すことと

する。 

(1) 評価方針

津波が敷地に来襲した場合，「3.2 敷地への流入防止（外郭防護

１)に係る評価」の「(4) 津波防護対策」に示す津波防護対策を

講じたうえでもなお漏れる水及び取水・放水設備の構造上，津波

による圧力上昇により漏れる水を漏水と位置付け，ここでは，漏

水による浸水範囲を想定し，当該想定される浸水範囲（以下「浸

水想定範囲」という。）の境界において浸水想定範囲外に流出す

る可能性のある経路（扉，開口部，貫通口等）を特定し，それら

に対して浸水対策を施すことにより浸水範囲を限定する。 

また，浸水想定範囲及びその周辺に津波防護対象設備がある場合

は，防水区画化を行い，漏水による津波防護対象設備が有する重

要な安全機能及び重大事故等に対処するために必要な機能への影

響がないことを評価する。さらに，浸水想定範囲における長期間

の浸水が想定される場合は，排水設備を設置する必要性を評価す

る。具体的には以下のとおり。 

a. 漏水対策（浸水想定範囲の設定）

取水・放水設備の構造上の特徴等を考慮して，取水・放水施設，

地下部等における漏水の可能性ある箇所の有無を確認する。 

漏水の可能性のある箇所がある場合は，当該箇所からの漏水によ

る浸水想定範囲を確認する。 

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違
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浸水想定範囲の境界において浸水の可能性のある経路（扉，開口

部，貫通口等）を特定し，それらに対して浸水対策を施すことに

より浸水範囲を限定する。 

b. 重要な安全機能及び重大事故等に対処するために必要な機能

への影響確認 

浸水想定範囲及びその周辺に津波防護対象設備がある場合は，浸

水防止設備を設置する等により防水区画化することを確認する。

必要に応じて防水区画内への浸水量評価を実施し，重要な安全機

能及び重大事故等に対処するために必要な機能への影響がないこ

とを確認する。 

(2) 評価方法

a. 漏水対策（浸水想定範囲の設定）

取水・放水設備の構造上の特徴等を考慮して，取水・放水施設，

地下部等における漏水の可能性がある箇所の有無を確認するため

に，入力津波の流入範囲と津波防護対象設備を内包する建物及び

区画に着目し，当該範囲のうち津波防護対策を講じたうえでもな

お漏水の可能性がある箇所並びに構造上，津波による圧力上昇に

より漏水の可能性のある箇所について確認する。 

漏水の可能性のある箇所がある場合は，当該箇所からの漏水によ

る浸水想定範囲を確認し，同範囲の境界において浸水想定範囲外

に流出する可能性のある経路（扉，開口部，貫通口等）につい

て，浸水防止設備として浸水範囲を限定するための設備を設置す

る。 

b. 重要な安全機能及び重大事故等に対処するために必要な機能

への影響確認 

上記 a.において浸水想定範囲が存在する場合，浸水想定範囲及

びその周辺にある津波防護対象設備に対しては，浸水防止設備と

して防水区画化するための設備を設置するとともに，浸水量評価

を行い防水区画内への浸水による重要な安全機能及び重大事故等

に対処するために必要な機能への影響の有無を評価する。 

浸水量評価における浸水量の算出については，安全側の評価とす

るため，漏水の可能性のある箇所の許容漏水量と同等の浸水が発

生すると想定し，浸水量を設定する。 

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・浸水量評価方法の相

違 

【東海第二】
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c. 排水設備の検討

上記 b.の浸水量評価の結果，浸水想定範囲における長期間の浸

水が想定される場合は，浸水水位と津波防護対象設備の重要な安

全機能及び重大事故等に対処するために必要な機能が喪失する高

さを比較し，機能への影響の有無を確認することにより，排水設

備の必要性について確認する。 

排水設備を設置する場合は，設置する排水設備の仕様が，浸水想

定範囲における浸水量を排水するために十分なものであることを

あわせて確認する。また，排水設備及びその運転に必要な燃料又

は電源とそれを供給する設備については，保管時及び動作時にお

いて津波による影響を受け難いものであることを確認する。 

(3) 評価結果

a. 漏水対策(浸水想定範囲の設定)

(a) 漏水可能性の検討結果

津波の流入する可能性のある取水・放水設備の構造上の特徴等を

考慮して，取水・放水施設及び地下部等において津波による漏水

の可能性のある箇所を確認した結果，津波防護対象設備を内包す

る建物及び区画のうち取水槽海水ポンプエリア及び取水槽循環水

ポンプエリアの床面については，その境界に入力津波が到達する

可能性があるが，「3.2 敷地への流入防止（外郭防護１）に係る

評価」の「(3) 評価結果」を踏まえて「(4) 津波防護対策」に

示すよう津波防護対策を実施することとしている。各床面には有

意な漏水が生じ得る隙間部としてポンプグランド部及び床ドレン

逆止弁が存在するが，ポンプグランド部にはグランドパッキンが

挿入されており，適宜，日常点検及びパトロールを実施し，必要

に応じて増し締めによる締め付け管理をしていることから，有意

な漏水が発生することはない。床ドレン逆止弁にはその止水部に

シール材等の浸水対策を施すとともに，適宜，日常点検及びパト

ロールを実施するとともに分解点検等を定期的に実施し，健全性

を確認していることから有意な漏水が発生することはない。 

以上より，津波防護対象設備を内包する建物及び区画への漏水に

よる浸水の可能性はないが，安全側の想定として，取水槽床ドレ

・評価方法の相違

【柏崎７】 

島根２号機は，浸水想

定範囲における長期間

の浸水が想定される場

合は，排水設備の設置を

検討する旨，記載してい

る 

・津波が流入する可能

性のある設備の相違 

【東海第二】 

・設備及び浸水対策の

相違 

【東海第二，柏崎７】 

・記載の相違

【柏崎 7】 

③の相違

・評価方法の相違

【柏崎７】 

島根２号機は，取水槽
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ン逆止弁に津波が到達した場合に漏水が発生することを考慮し，

逆止弁からの漏水による浸水を想定する。 

(b) 浸水想定範囲の設定

「(a) 浸水可能性の検討結果」を踏まえ，取水槽海水ポンプエ

リア及び取水槽循環水ポンプエリアを浸水想定範囲として設定す

る。漏水の発生を想定する床面と浸水想定範囲を整理し，表 3－

10 及び図 3－23 に示す。 

表 3－10 漏水の発生を想定する床面と浸水想定範囲 

床ドレン逆止弁に津波

が到達した場合に漏水

が発生することを考慮

し，逆止弁からの漏水に

よる浸水を想定する 

・漏水を想定する設備

の相違 

【東海第二】 

―以下，3.3 においては

東海第二との比較を実

施― 

・浸水想定範囲の相違

【東海第二】 

・浸水想定範囲の相違

【東海第二】 

・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違
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図 3－23 漏水の発生を想定する床面と浸水想定範囲 ・浸水想定範囲の相違

【東海第二】 
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b. 重要な安全機能及び重大事故等に対処するために必要な機能

への影響確認 

(a) 取水槽海水ポンプエリアを浸水想定範囲とした場合の影響

評価 

イ． 安全側に想定する漏水及び浸水深

取水槽海水ポンプエリアには，原子炉補機海水ポンプ及び高圧炉

心スプレイ補機海水ポンプを設置している。ここでは，取水槽海

水ポンプエリアに浸水防止対策として設置した取水槽床ドレン逆

止弁から許容漏水量の漏水が発生することを考慮し，発生する漏

水量の算出を行う。 

なお，取水槽床ドレン逆止弁の水密性試験では，試験時の許容漏

水量を 0.13L/ min（水圧 0.3MPa 時）と設定しているが，試験に

おいて漏えいは確認されていない。 

算出の手法，条件（入力津波）等は図 3－24に示すとおりであ

り，漏水による浸水量評価結果を表 3－11 に示す。評価の結果，

浸水想定範囲である取水槽海水ポンプエリアの浸水深は 3mm 程度

となる。 

ここで，床面積の算出にあたっては，当該区域内に設置されてい

る各機器により占有されている領域等を考慮し，安全側に滞留面

積を算出している。 

図 3－24 漏水による浸水量評価 

・資料構成の相違

【東海第二】 

・浸水量評価方法の相

違 

【東海第二】 

 島根２号機は，取水槽

床ドレン逆止弁の許容

漏えい量が基準津波の

継続時間の間，漏えいす

るとして浸水量を算出 
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表 3－11 漏水による浸水量評価 
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ロ． 防水区画化範囲の設定及び漏水影響評価

浸水想定範囲である取水槽海水ポンプエリアに隣接する取水槽

循環水ポンプエリアには，津波防護対象設備である非常用海水系

の配管等が敷設されているため，海水ポンプエリアからの漏水を

想定し，取水槽循環水ポンプエリアを防水区画化範囲と設定する

が，取水槽循環水ポンプエリアの浸水深を，安全側に浸水想定範

囲である取水槽海水ポンプエリアと同様（3mm）と設定した場合

においても，非常用海水系の配管等の設置高さ（EL 1.3m 以上）

に到達しないことから，非常用海水系の配管等は，漏水により機

能喪失しない。取水槽海水ポンプエリアを浸水想定範囲とした場

合の防水区画の境界について，図 3－25に示す。 

一方，取水槽海水ポンプエリアはエリア内に津波防護対象設備

である原子炉補機海水ポンプ等がある。これらについては，

「イ． 安全側に想定する漏水及び浸水深」に記載する浸水深

と，当該エリア内に設置する津波防護対象設備の機能喪失高さ＊

との比較を行うことにより，上記設備が漏水により機能喪失しな

いことを確認した。 

具体的には，最も機能喪失高さが低くなる高圧炉心スプレイ補

機海水ポンプモータの場合でも，機能喪失高さは 1.2m であり，

取水槽海水ポンプエリアの最大浸水深 3mm 程度に対して十分な余

裕を有していることを確認した（図 3－26）。 

以上より，取水槽海水ポンプエリアに設置する津波防護対象設

備は，漏水により機能喪失することはないものと評価する。 

注記 ＊：津波防護対象設備の機能喪失高さはⅥ-1-1-9-4「溢水

影響に関する評価」に基づき設定する。 

・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違
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図 3－25 浸水想定範囲（取水槽海水ポンプエリア） 

に対する防水区画の境界 

図 3－26 取水槽海水ポンプエリアに設置する 

津波防護対象設備の機能喪失高さ 
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(b) 取水槽循環水ポンプエリアを浸水想定範囲とした場合の影

響評価 

取水槽循環水ポンプエリアには非常用海水配管等が敷設されてい

るが，当該エリアには静的なＳクラス設備のみ設置しており，地

震によりタービン補機海水系配管が破損すると想定した際の溢水

に対して，機能喪失する機器はない。 

一方，取水槽循環水ポンプエリアに隣接する取水槽海水ポンプエ

リアには津波防護対象設備である原子炉補機海水ポンプがあるた

め，取水槽海水ポンプエリアを防水区画化範囲と設定するが，取

水槽循環水ポンプエリアにおいて地震によりタービン補機海水系

配管が破損すると想定した際の溢水に対して，水密扉及び貫通部

止水処置を設置することにより，浸水防護重点化範囲である取水

槽海水ポンプエリアが浸水しない設計としている。これより，取

水槽循環水ポンプエリアにおいて漏水が発生した場合でも，防水

区画化範囲が浸水することはなく，安全機能に影響が及ぶことは

ないものと評価する。 

取水槽循環水ポンプエリアを浸水想定範囲とした場合の防水区画

の境界について，図 3－27 に示す。 

図 3－27 浸水想定範囲（取水槽循環水ポンプエリア） 

に対する防水区画の境界 
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・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違
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・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違
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・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違
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c. 排水設備の検討

「a. 漏水対策（浸水想定範囲の設定）」で示したとおり，津波

防護対象設備を内包する区画への漏水による重要な安全機能及び

重大事故等に対処するために必要な機能に影響を与えることはな

いことから，排水設備は不要である。 

(4) 津波防護対策

防水区画である取水槽循環水ポンプエリアには津波防護対象設備

が設置されているが，「(3) 評価結果」に示すとおり，漏水によ

る重要な安全機能及び重大事故等に対処するために必要な機能へ

の影響はないため，これらに対する影響防止（外郭防護２）は実

施しない。 

3.4 重要な安全機能及び重大事故等に対処するために必要な機

能を有する施設の隔離(内郭防護)に係る評価 

津波防護対象設備への影響評価のうち，重要な安全機能及び重

大事故等に対処するために必要な機能を有する施設の隔離（内郭

防護）に係る評価にあたっては，地震による溢水に加えて津波の

流入を考慮した浸水による津波防護対象設備が有する重要な安全

機能及び重大事故等に対処するために必要な機能への影響を防止

するための評価を行うため，「(1) 評価方針」にて評価を行う方

針を定め，「(2) 評価方法」に定める評価方法を用いて評価を実

施し，評価の結果を「(3) 評価結果」に示す。 

評価において，浸水防護重点化範囲が浸水する可能性があること

が確認された箇所については，「(4) 津波防護対策」に示す対策

を講じることにより，地震による溢水に加えて津波の流入を考慮

した浸水によって，津波防護対象設備が有する重要な安全機能及

び重大事故等に対処するために必要な機能を損なわないことと

し，この場合の「(3) 評価結果」は，津波防護対策を踏まえて

示すこととする。 

なお,２号機の浸水防護重点化範囲であるタービン建物，制御室

建物，廃棄物処理建物（それぞれＳクラスの設備を設置するエリ

ア）は１号機タービン建物等と隣接しているため,１号機にて発

生した溢水による２号機の浸水防護重点化範囲への浸水が考えら

れるが,２号機と１号機の建物境界に対しては，溢水防護の観点

から止水対策を実施することから,２号機へ浸水することはな

・評価結果の相違

【東海第二】 

 島根２号機は，浸水量

評価結果から，外郭防護

２は実施しない 

・記載の相違

【東海第二，柏崎７】 

③の相違

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・設備の配置状況の相

違 

【東海第二，柏崎７】 

 島根２号機は，浸水防

護重点化範囲に 1 号機

の建物等が隣接してい
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い。 

(1) 評価方針

重要な安全機能及び重大事故等に対処するために必要な機能を

有する施設の隔離（内郭防護）に係る評価では，津波防護対象設

備に対して，内郭防護を実施することにより，地震・津波の相乗

的な影響や津波以外の溢水要因も考慮したうえで，津波防護対象

設備が有する重要な安全機能及び重大事故等に対処するために必

要な機能を津波による影響から隔離し，津波に対する浸水防護の

多重化が達成されることを確認する。具体的な評価方針は以下の

とおり。 

a. 浸水防護重点化範囲の設定

津波防護対象設備を内包する建物及び区画については，浸水防

護重点化範囲として明確化する。 

b. 浸水防護重点化範囲の境界における浸水評価

地震による溢水に加えて津波の流入を考慮した浸水範囲，浸水

量を安全側に想定する。浸水範囲，浸水量の安全側の想定に基づ

き，浸水防護重点化範囲への浸水の可能性のある経路(扉，開口

部，貫通口等)を特定し，それらに対して浸水対策を実施するこ

とにより，浸水を防止可能であることを確認する。 

(2) 評価方法

a. 浸水防護重点化範囲の設定

浸水防護重点化範囲を明確化するために，敷地における津波防

護対象設備を内包する建物及び区画について，その配置及び周辺

敷地高さを整理し，浸水防護重点化範囲として設定する。 

b. 浸水防護重点化範囲の境界における浸水評価

地震による溢水に加えて津波の流入を考慮した浸水範囲及び浸

水量を算出し，「a. 浸水防護重点化範囲の設定」にて設定して

いる浸水防護重点化範囲へ浸水する可能性の有無を評価する。浸

水範囲及び浸水量については，地震・津波の相乗的な影響や津波

以外の溢水要因も含めて確認する。 

具体的には，タービン建物（復水器を設置するエリア），タービ

ることから，1号機にお

いて発生した溢水によ

る浸水防護重点化範囲

への影響について記載 

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・設備の配置状況の相
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ン建物（Ｓクラスの設備を設置するエリア），取水槽循環水ポン

プエリア及び取水槽海水ポンプエリアにおける溢水，屋外タンク

等による溢水，建物外周辺地下部における地下水位の上昇による

溢水を想定し，溢水が発生する可能性がある場合にはその浸水量

を評価したうえで，浸水防護重点化範囲への浸水の可能性を評価

する。 

なお，浸水防護重点化範囲への浸水の可能性のある経路（扉，開

口部，貫通口等)があり，津波防護対策を実施する場合は，それ

を踏まえて浸水防護重点化範囲への浸水の可能性を評価する。 

(a) タービン建物（復水器を設置エリア）における溢水の影響

タービン建物（復水器を設置するエリア）の溢水の影響評価に

おいては，地震に起因するタービン建物（復水器を設置するエリ

ア）に敷設する循環水系配管，タービン補機海水系配管及びＢ，

Ｃクラスの機器・配管の破損を想定すると，保有水が溢水すると

ともに，津波が循環水系配管及びタービン補機海水系配管に流れ

込み，破損箇所を介して，タービン建物（復水器を設置するエリ

ア）内に流入することが考えられる。

このため，タービン補機海水ポンプ出口弁に弁閉止インターロ

ック（地震大信号（原子炉スクラム）及び漏えい検知信号で作

動）を設置するとともに，タービン建物（復水器を設置するエリ

ア）と隣接する浸水防護重点化範囲の境界に，復水器エリア防水

壁，復水器エリア水密扉，タービン建物床ドレン逆止弁を設置

し，貫通部止水処置を実施する。 

これを踏まえて，循環水系配管，タービン補機海水系配管及び

Ｂ，Ｃクラス機器・配管からタービン建物（復水器を設置するエ

リア）に流入する溢水量を求め，タービン建物（復水器を設置す

るエリア）の浸水水位を評価する。 

違による浸水防護重点

化範囲の相違 

【東海第二，柏崎 7】 

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・記載の相違

【柏崎７】 

 島根２号機は，地震を

発生要因としない津波

について，影響がないこ

とから，記載していない 

・設備の配置状況の相

違による浸水防護重点

化範囲の相違 

【東海第二，柏崎 7】
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溢水量の算出にあたっては，以下の条件を考慮する。 

イ．循環水系配管の損傷は，伸縮継手の全円周状の破損を想定

し，以下の式により算出する。 

ロ．タービン補機海水系配管の損傷は，完全全周破断を想定し，

損傷箇所からの流出流量は定格流量とする。 

ハ．破損箇所からの漏えいを検知し，復水器水室出入口弁及び循

環水ポンプ出口弁並びにタービン補機海水ポンプ出口弁が閉止す

ることを考慮し，浸水量を算出する。 

ニ．循環水系及びタービン補機海水系からの漏えい量は，循環水

系配管伸縮継手及びタービン補機海水系配管の損傷箇所からの漏

えい量と系統保有水量を考慮する。 

ホ．循環水系配管伸縮継手及びタービン補機海水系配管の損傷箇

所は海水面より高いためサイフォン効果による流入はない。 

ヘ．Ｂ，Ｃクラス機器・配管が損傷した場合に流出する保有水

は，全量がタービン建物（復水器を設置するエリア）に滞留する

ものとする。 

・資料構成の相違

【柏崎７】 

 島根２号機は，溢水量

の算出の条件を項目立

てて記載 

・記載の相違

【東海第二】 

島根２号機は，循環水

系配管からの溢水量の

算出式について記載 

・設備の相違

【東海第二】 

 島根２号機は，溢水量

の算出に置いて，循環水

ポンプの停止は考慮し

ていない 

・設備の配置状況の相

違 

【東海第二，柏崎 7】 

・資料構成の相違

【柏崎 7】 

・設備の配置状況の相

違 

【東海第二，柏崎 7】
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(b) 浸水防護重点化範囲のうちタービン建物（Ｓクラスの設備

を設置するエリア（西））における溢水の影響 

浸水防護重点化範囲のうちタービン建物（Ｓクラスの設備を設

置するエリア（西））の溢水の影響評価においては，地震に起因

するタービン建物（Ｓクラスの設備を設置するエリア（西））に

敷設するタービン補機海水系，原子炉補機海水系配管（放水配

・設備の配置状況の相

違による浸水防護重点

化範囲の相違 

【東海第二，柏崎 7】
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管），高圧炉心スプレイ補機海水系配管（放水配管）及び液体廃

棄物処理系配管の破損を想定すると，津波がタービン補機海水

系，原子炉補機海水系配管（放水配管），高圧炉心スプレイ補機

海水系配管（放水配管）及び液体廃棄物処理系配管に流れ込み，

破損箇所を介して，タービン建物（Ｓクラスの設備を設置するエ

リア（西））に流入することが考えられる。

このため，原子炉補機海水系配管（放水配管）及び高圧炉心ス

プレイ補機海水系配管（放水配管）について，基準地震動Ｓｓに

よる地震力に対しバウンダリ機能を保持させるとともに，タービ

ン補機海水ポンプ出口弁に弁閉止インターロック（地震大（原子

炉スクラム信号）及び漏えい検知信号で作動）を，タービン補機

海水系配管及び液体廃棄物処理系配管へ逆止弁を設置する。 

これを踏まえて，タービン補機海水ポンプ出口弁の弁閉止イン

ターロックにより，タービン補機海水系が地震発生から津波到達

までに隔離可能であり津波による流入がないことを評価する。 

タービン補機海水系配管の破損は，完全全周破断を想定し，破

損箇所からの流出流量は定格流量とする。 

なお，タービン建物（Ｓクラスの設備を設置するエリア

（東））には海域と接続する配管は設置されておらず，津波が流

入することはない。 

・浸水防止設備の相違

による浸水評価の相違 

【柏崎７】 

 島根２号機は，浸水防

止設備として，隔離弁の

設置や基準地震動Ｓｓ

による地震力に対しバ

ウンダリ機能を保持す

る配管があり，浸水防護

重点化範囲に津波を流

入させない設計として

いることから，津波到達

前に隔離弁が隔離可能

であることを確認する 

・設備の配置状況の相

違による浸水防護重点

化範囲の相違 

【東海第二，柏崎７】
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・資料構成の相違

【柏崎 7】 

 柏崎 7号は，事象進展

毎に溢水量を算出 
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（c） 浸水防護重点化範囲のうち取水槽循環水ポンプエリアに

おける溢水の影響 

浸水防護重点化範囲のうち取水槽循環水ポンプエリアにおける

溢水の影響評価においては，地震に起因する取水槽循環水ポンプ
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エリアに敷設する循環水系の機器・配管及びタービン補機海水系

配管の破損を想定すると，津波が循環水系の機器・配管及びター

ビン補機海水系配管に流れ込み，破損箇所を介して，取水槽循環

水ポンプエリアに流入することが考えられる。 

このため，循環水系の機器・配管について基準地震動Ｓｓによ

る地震力に対しバウンダリ機能を保持させるとともに，タービン

補機海水ポンプ出口弁に弁閉止インターロック（地震大信号（原

子炉スクラム）及び漏えい検知信号で作動）を設置する。 

これを踏まえて，タービン補機海水ポンプ出口弁の弁閉止イン

ターロックにより，タービン補機海水系が，地震発生から津波到

達までに隔離可能であることを評価する。 

タービン補機海水系配管の破損は，完全全周破断を想定し，破

損箇所からの流出流量は定格流量とする。 

・設備の配置状況の相

違 

【東海第二，柏崎７】 

・浸水防止設備の相違

による浸水評価の相違 

【柏崎７】 

 島根２号機は，浸水防

止設備として，隔離弁の

設置や基準地震動Ｓｓ

による地震力に対しバ

ウンダリ機能を保持す

る配管があり，浸水防護

重点化範囲に津波を流

入させない設計として

いることから，津波到達

前に隔離弁が隔離可能

であることを確認する 
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（d） 浸水防護重点化範囲のうち取水槽海水ポンプエリアにお

ける溢水の影響 

 浸水防護重点化範囲のうち取水槽海水ポンプエリアにおける溢

水の影響評価においては，地震に起因する取水槽海水ポンプエリ

アに敷設するタービン補機海水系の機器・配管の破損を想定する

と，津波がタービン補機海水系の機器・配管に流れ込み，損傷箇

所を介して，取水槽海水ポンプエリアに流入することが考えられ

る。このため，タービン補機海水系の機器・配管について基準地

震動Ｓｓによる地震力に対しバウンダリ機能を保持させる。 

これを踏まえると，取水槽海水ポンプエリアに津波の流入はな

い。 

・浸水防止設備の相違

による評価内容の相違 

【東海第二，柏崎７】 

 島根２号機の取水槽

海水ポンプエリアは，浸

水防止設備として，基準

地震動Ｓｓによる地震

力に対しバウンダリ機

能を保持する配管を設

置することから，同エリ

アに津波の流入はない
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（e） 屋外タンク等による屋外における溢水の浸水防護重点化

範囲への影響 

 屋外タンク等による屋外における溢水の浸水防護重点化範囲へ

の影響評価については，津波の影響がないことから，地震起因に

より発生する溢水としてⅥ-1-1-9「発電用原子炉施設の溢水防護
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に関する説明書」に示す。 

（f） 建物外周地下部における地下水位の上昇による浸水防護

重点化範囲への影響 

地下水による影響については，地震時の地下水の流入が浸水防

護重点化範囲へ与える影響を評価する。 

・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違
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(3) 評価結果

a. 浸水防護重点化範囲の設定

津波防護対象設備(非常用取水設備を除く。)を内包する建物及

び区画は，原子炉建物，タービン建物（Ｓクラスの設備を設置す

るエリア），廃棄物処理建物（Ｓクラスの設備を設置するエリ

ア），制御室建物（Ｓクラスの設備を設置するエリア），取水槽海

水ポンプエリア，取水槽循環水ポンプエリア，屋外配管ダクト

（Ｂ－ディーゼル燃料貯蔵タンク～原子炉建物，タービン建物～

排気筒及びタービン建物～放水槽），Ａ－非常用ディーゼル発電

機（燃料移送系），高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機（燃料

移送系）及び排気筒を設置するエリア，Ｂ－非常用ディーゼル発

電機（燃料移送系）を設置するエリア，緊急時対策所，低圧原子

炉代替注水ポンプ格納槽，第１ベントフィルタ格納槽，ガスター

ビン建物，ガスタービン発電機用軽油タンクを設置するエリア，

可搬型重大事故等対処設備保管場所である第１保管エリア，第２

保管エリア，第３保管エリア及び第４保管エリアであり，浸水防

護重点化範囲として設定する。(表 3－12，図 3－28，図 3－29) 

・設備の配置状況の相

違による浸水防護重点

化範囲の相違 

【東海第二，柏崎 7】
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表 3－12 浸水防護重点化範囲の設定 

・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違

・設備の配置状況の相

違 

【東海第二，柏崎７】 
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図 3－28 津波防護対象設備を内包する建物・区画 ・設備の配置状況の相

違 

【東海第二，柏崎７】 
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図 3－29(1) 浸水防護重点化範囲（平面図）（1/4） 

図 3－29(2) 浸水防護重点化範囲（平面図）（2/4） 

・設置許可との相違

漏えい検知器設置高

さの変更（100 ㎜→50

㎜）に伴う溢水量の減等

により，復水器を設置す

るエリアに復水ポンプ

室を含める必要がなく

なったため，復水ポンプ

室を復水器を設置する

エリアから浸水防護重

点化範囲（Sクラス施設

を設置するエリア（東））

に変更 

・設備構成の違いによ

る浸水防護重点化範囲

の相違 

【柏崎７】 

復水ポンプ室を浸水防
護重点化範囲に変更※ 
※：説明のため比較表のみ記載 
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図 3－29(3) 浸水防護重点化範囲（平面図）（3/4） 

図 3－29(4) 浸水防護重点化範囲（平面図）（4/4） 

図 3－29(5) 浸水防護重点化範囲（断面図） 

敷地高さ

(EL 15.0m)

敷地高さ

(EL 8.5m)

防波壁

復水器
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b. 浸水防護重点化範囲の境界における浸水評価

(a) タービン建物（復水器を設置するエリア）における溢水の

評価 

タービン建物（復水器を設置するエリア）における溢水の影響

については，タービン補機海水ポンプ出口弁の弁閉止インターロ

ックにより，タービン建物（復水器を設置するエリア）における

溢水による浸水水位が復水器エリア防水壁の高さを超えないこと

を評価する。 

イ. タービン補機海水系配管の損傷箇所からの津波の流入量

タービン補機海水系配管の損傷箇所からの溢水の漏えい検知時

間は，溢水流量，漏えい検知器設置高さ及びタービン建物（復水

器を設置するエリア）の床面積から算出する。溢水流量

2,100m3/h×2 台（タービン補機海水系の定格流量），漏えい検知

器設置高さ 50mm 及びタービン建物（復水器を設置するエリア）

の床面積（表 3－13）より，漏えい検知時間は約 45 秒となる。 

タービン補機海水ポンプ出口弁の閉止時間約 60秒を考慮する

と，地震発生から破損箇所隔離までの時間は約 105 秒となり，海

域活断層から想定される地震による津波の到達（約３分）前にタ

ービン補機海水ポンプ出口弁を閉止できるため，津波の流入はな

い。 

表 3－13 タービン建物（復水器を設置するエリア）の床面積及

び容積＊ 

高さ(m) 面積(m2) 容積(m3) 

EL 0.25～EL 2.0 約 1,027 約 1,798 

EL 2.0～EL 4.9 約 1,535 約 4,452 

EL 4.9～EL 5.3 約 1,027 約 411 

注記 ＊：表の値は，算出結果に対して小数点以下を切り捨て

た値を示す。 

ロ． 循環水系配管の伸縮継手の損傷箇所からの津波の流入量

循環水系配管の伸縮継手の損傷箇所からの溢水の漏えい検知時

間は，溢水流量，漏えい検知器設置高さ及びタービン建物（復水

・浸水防止設備の相違

【東海第二，柏崎７】 

 島根２号機は，浸水防

止設備として，隔離弁及

び復水器エリア防水壁

を設置しており，タービ

ン建物（復水器を設置す

るエリア）における溢水

による浸水水位が復水

器エリア防水壁の高さ

を超えないことを評価

する 

・設備の配置状況の相

違の相違 

【東海第二，柏崎 7】 

・設置許可との相違

タービン補機海水系

インターロックの設計

情報を反映 

・設置許可との相違

復水ポンプ室を復水

器を設置するエリアか

ら S クラス施設を設置

するエリア（東）へ変更

したこと及び防水壁の

設計反映等による溢水

を貯留できる容積の変

更 

EL 0.25～EL 2.0 

1827m3⇒1798m3
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器を設置するエリア）の床面積から算出する。溢水流量約

233,534m3/h（表 3－14），漏えい検知器設置高さ 50mm 及びター

ビン建物（復水器を設置するエリア）の床面積（表 3－13）よ

り，漏えい検知時間は約 1秒となる。 

循環水ポンプ出口弁及び復水器水室出入口弁の閉止時間約 55 秒

を考慮すると，地震発生から破損箇所隔離までの時間は約 56 秒

となり，海域活断層から想定される地震による津波の到達（約３

分）前に循環水ポンプ出口弁及び復水器水室出入口弁を閉止でき

るため，津波の流入はない。 

表 3－14 循環水系配管伸縮継手からの溢水流量 

ハ． タービン建物（復水器を設置するエリア）における浸水量

タービン建物（復水器を設置するエリア）における地震による

浸水量評価を以下に示す。 

（イ） 循環水系配管の伸縮継手及びタービン補機海水系配管の

損傷箇所からの溢水量 

循環水系配管の伸縮継手及びタービン補機海水系配管の損傷箇所

からの溢水量は，溢水流量及び溢水時間から算出する。 

循環水系配管の伸縮継手の損傷箇所からの溢水量については，溢

水流量，漏えい検知時間及び弁閉止時間から，約 1,849m3とな

り，系統保有水量約 1,083m3と合計を算出すると 2,932m3とな

る。 

タービン補機海水系配管の損傷箇所からの溢水量については，溢

水流量，漏えい検知時間及び弁閉止時間から，約 88m3となり，

系統保有水量約 129m3と合計を算出すると 217m3となる。 

（ロ） Ｂ，Ｃクラスの機器・配管の保有水から算出した溢水量

Ｂ，Ｃクラスの機器・配管（（イ）を除く）の損傷による溢水量

は 2,818m3となる。 

以上より，タービン建物（復水器を設置するエリア）における溢

水量の合計は約 5,967m3となる。表 3－13 に示すタービン建物

（復水器を設置するエリア）の容積から，地震に起因する溢水に

EL 2.0～EL 5.3 

4853m3⇒4863ｍ3

（=4452+411） 

・設置許可との相違

タービン補機海水系

インターロック設置に

よる漏えい検知器検知

高さの変更 

検知高さ 

100 ㎜⇒50㎜ 

検知時間 

  3.1 秒⇒1秒 

破損箇所隔離時間 

  1 分⇒56 秒 

・設置許可との相違

漏えい検知高さの変
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よるタービン建物（復水器を設置するエリア）における浸水水位

は，EL 4.8m となり，復水器エリア防水壁の高さ（EL 5.3m）を

超えることはなく，タービン建物（復水器を設置するエリア）に

おける溢水が隣接する浸水防護重点化範囲へ流入することはな

い。評価結果を表 3－15 に示す。 

表 3－15 タービン建物（復水器を設置するエリア）における溢

水量及び浸水水位 

区画 溢水量(m3) 床面積(m2) 浸水水位 

名称 基準床レベル 

タービン建物（復

水器を設置するエ

リア）

EL 0，25 

～EL 2.0m 

約 5,967 約 1,027 EL 4.8m＊ 

EL 2.0m 

～EL 4.9m 

約 1,535 

EL 4.9m 

～EL 5.3m 

約 1,027 

注記 ＊：浸水水位の算出にあたって床勾配（0.05m）及び建築

施工公差（0.025m）を考慮し，水上高さ(0.075m)を浸水水位算出

の基準点とした値 

(b) 浸水防護重点化範囲のうちタービン建物（Ｓクラスの設備

を設置するエリア（西））における溢水の影響 

浸水防護重点化範囲のうちタービン建物（Ｓクラスの設備を設

置するエリア（西））における溢水の影響については，タービン

補機海水ポンプ出口弁の弁閉止インターロックにより，タービン

補機海水系が，地震発生から津波到達までに隔離可能であり津波

の流入がないことを評価する。 

タービン補機海水系配管の損傷箇所からの溢水の漏えい検知時

間は，溢水流量，漏えい検知器設置高さ及びタービン建物（Ｓク

ラスの設備を設置するエリア（西））の床面積から算出する。溢

水流量 2,100m3/h×2台（タービン補機海水系の定格流量），漏

えい検知器設置高さ 50mm 及びタービン建物（Ｓクラスの設備を

設置するエリア（西））の床面積（約 352m2（管理区域），約

779m2（非管理区域））より，漏えい検知時間は各々，約 16秒

（管理区域），約 34 秒（非管理区域）となる。 

タービン補機海水ポンプ出口弁の閉止時間約 60秒を考慮する

と，地震発生から破損箇所隔離までの時間は最大で約 94 秒とな

更等に伴う溢水量及び

浸水水位の変更 

溢水量 

5989m3⇒5967m3 

浸水水位 

4.77m⇒4.79m≒4.8m 

・設備の配置状況の相

違による浸水防護重点

化範囲の相違 

【東海第二，柏崎７】 

 島根２号機は，浸水防

護重点化範囲に海域と

接続する低耐震クラス

の配管が設置されてお

り，浸水防護重点化範囲

における溢水の影響に

ついて評価 
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り，海域活断層から想定される地震による津波の到達（約３分）

前にタービン補機海水ポンプ出口弁を閉止できるため，津波の流

入はない。 

(c) 浸水防護重点化範囲のうち取水槽循環水ポンプエリアにお

ける溢水の影響 

浸水防護重点化範囲のうち取水槽循環水ポンプエリアにおける

溢水の影響については，タービン補機海水ポンプ出口弁の弁閉止

インターロックにより，タービン補機海水系が，地震発生から津

波到達までに隔離可能であり津波の流入がないことを評価する。 

タービン補機海水系配管の損傷箇所からの溢水に対する漏えい

検知時間は，溢水流量 2,100m3/h×2台（タービン補機海水系の

定格流量），漏えい検知器設置高さ 50mm 及び取水槽循環水ポン

プエリアの床面積約 265m2より，漏えい検知時間は約 12秒とな

る。 

タービン補機海水ポンプ出口弁の閉止時間約 60秒を考慮する

と，地震発生から破損箇所隔離までの時間は約 72秒となり，海

域活断層から想定される地震による津波の到達（約３分）前にタ

ービン補機海水ポンプ出口弁を閉止できるため，津波の流入はな

い。 
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(d) 浸水防護重点化範囲のうち取水槽海水ポンプエリアにおけ

る溢水の影響 

浸水防護重点化範囲のうち取水槽海水ポンプエリアにおける溢

水の影響については，取水槽海水ポンプエリアのタービン補機海

水系の機器・配管について，基準地震動Ｓｓによる地震力に対し

バウンダリ機能を保持する設計のため，評価方法に示すとおり本

事象による津波の流入はない。 

・浸水防止設備の相違

による評価内容の相違 

【東海第二，柏崎７】 

 島根２号機の取水槽

海水ポンプエリアは，浸

水防止設備として，基準

地震動Ｓｓによる地震

力に対しバウンダリ機

能を保持する配管を設

置することから，同エリ

アに津波の流入はない
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(e) 屋外タンク等による屋外における溢水の浸水防護重点化範

囲への影響 

屋外タンク等による屋外における溢水の影響については，別途

実施する内部溢水の影響評価において，屋外タンクの破損により

生じる溢水が，原子炉建物，廃棄物処理建物及びＢ－非常用ディ

ーゼル発電機（燃料移送系）を設置するエリア，タービン建物

（Ｓクラスの設備を設置するエリア），Ａ－非常用ディーゼル発

電機（燃料移送系），高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機（燃

料移送系）及び排気筒を設置するエリアに影響を及ぼさないこと

を評価している。なお，輪谷貯水槽（東側）は基準地震動Ｓｓに

よって生じるスロッシングによる溢水量を考慮する。 

・記載の相違

【東海第二，柏崎７】 

島根２号機は，屋外タ

ンク等による屋外にお

ける溢水の浸水防護重

点化範囲への影響につ

いて，津波の影響はない

ことから，内部溢水の影

響評価にて評価してい

る旨を記載 
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(f) 建物外周地下部における地下水位の上昇による浸水防護重

点化範囲への影響 

地下水の流入については，地下水位低下設備の停止により建物周

囲の水位が周辺の地下水位まで上昇することを想定し，建物外周

部における壁，扉，堰等により建物内への流入を防止する設計と

し，地震による建物外周部からの地下水の流入の可能性を安全側

に考慮しても安全機能を損なわない設計とすること，さらに，耐

震性を有する地下水位低下設備により地下水の水位上昇を抑制す

る設計とすることから，地下水による浸水防護重点化範囲への影

響はない。 

地下水位低下設備に関する設計方針については，Ⅵ-1-1-9「発電

用原子炉施設の溢水防護に関する説明書」のⅥ-1-1-9-5「溢水防

護に関する施設の詳細設計」に示す。 
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・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違
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(4) 津波防護対策

「(3) 評価結果」にて示すとおり，浸水防護重点化範囲への津

波の流入を防止するため，浸水防止設備として浸水防護重点化範

囲との境界に防水壁，水密扉，床ドレン逆止弁及び隔離弁を設置

するとともに，バウンダリ機能を保持するポンプ及び配管を設置

する。 

また，浸水防護重点化範囲の境界の床面及び壁面に存在する配

・記載の相違

【東海第二，柏崎７】 

③の相違

・浸水防止設備の相違

【東海第二，柏崎７】
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管，電線管並びにケーブルトレイの貫通部には貫通部止水処置を

実施する。 

内郭防護として浸水防止設備を設置する範囲は，図 3－30 及び図

3－31 に示す範囲とし，取水槽との境界については入力津波高さ

EL 10.6m に対し EL 11.3m 以下，放水槽との境界については入力

津波高さ EL 7.9m に対し EL 8.6m 以下，タービン建物（復水器を

設置するエリア）との境界については循環水系配管の伸縮継手等

の破損による浸水水位 EL 4.8m に対し EL 5.3m 以下とする。 

上記の内郭防護として浸水防止設備を設置する範囲は，Ⅵ-1-1-9

「発電用原子炉施設の溢水防護に関する説明書」における溢水の

対策範囲も含む形になっているが，これらの範囲に設置する溢水

の対策設備についても，耐津波設計と同等の耐震設計を行う。 

溢水量の低減を図っている復水器水室出入口弁及び循環水ポンプ

出口弁については，基準津波到達前に漏えいを検知し自動閉止し

ている弁であるため，溢水の対策設備としたうえで，津波到達時

においても弁の閉止状態の維持が可能な設計とする。なお，当該

弁の仕様確認で行った水圧試験圧力が，津波波力の圧力を上回っ

ており，閉止状態が維持されることを確認した。 

また，浸水防護重点化範囲のうちタービン建物（Ｓクラスの設備

を設置するエリア），取水槽循環水ポンプエリアには，地震によ

る溢水が想定されるが，静的なＳクラス設備（配管，電路等）の

み設置するエリアであるため，Ｓクラス設備（配管，電路等）の

浸水による影響を評価し，機能喪失しないことを確認している。 

これらの設備の設置位置の概要を図 3－32～図 3－35 に示す。ま

た，これらの設備の詳細の設計方針については，Ⅵ-1-1-3-2-5

「津波防護に関する施設の設計方針」に示す。 

・資料構成の相違

【東海第二】 

 島根２号機は，津波防

護対策について，内郭防

護として浸水防止設備

を設置する範囲を記載 

・溢水量低減を図って

いる設備の相違 

【柏崎７】 
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＜Ａ－Ａ′断面＞ 

図 3－30 タービン建物（復水器を設置するエリア）における浸

水対策 

・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違

・浸水防止設備の相違

【東海第二，柏崎７】 
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図 3－31 海域と接続する低耐震クラス機器・配管 

への浸水対策概要図（EL 8.8m まで） 

図 3－32 浸水防護重点化範囲内に設置する海域と接続する低耐

震クラスの機器・配管への対策概要図（屋外配管ダクト（タービ

ン建物～放水槽）詳細図）（EL 1.9m）

・浸水防止設備の相違

【東海第二，柏崎７】
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図 3－33 浸水防護重点化範囲内に設置する海域と接続する低耐

震クラスの機器・配管への対策概要図（タービン建物（Ｓクラス

の設備を設置するエリア）詳細図）（EL 2.0m） 

図 3－34 浸水防護重点化範囲内に設置する海域と接続する低耐

震クラスの機器・配管への対策概要図（取水槽廻り詳細図）（EL 

1.1m） 

・浸水防止設備の相違

【東海第二，柏崎７】

138



東海第二発電所（2018.10.12 版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.7 版） 島根原子力発電所 ２号機 備考 

図 3－35 浸水防護重点化範囲内に設置する海域と接続する低耐

震クラスの機器・配管への対策概要図（タービン建物（復水器を

設置するエリア）詳細図）（EL 0.25m） 

・浸水防止設備の相違

【東海第二，柏崎７】
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3.5 水位変動に伴う取水性低下及び津波の二次的な影響による

重要な安全機能及び重大事故等に対処するために必要な機能への

影響防止に係る評価 

津波防護対象設備への影響評価のうち，水位変動に伴う取水性低

下及び津波の二次的な影響による重要な安全機能及び重大事故等

に対処するために必要な機能への影響防止に係る評価にあたって

は，津波による水位低下や水位上昇といった水位変動に伴う取水

性の低下並びに砂移動や漂流物等の津波の二次的な影響による津

波防護対象設備が有する重要な安全機能及び重大事故等に対処す

るために必要な機能への影響を防止するための評価を行うため，

「(1) 評価方針」にて評価を行う方針を定め，「(2) 評価方

法」に定める評価方法を用いて評価を実施し，評価の結果を

「(3) 評価結果」に示す。 

評価において，水位変動に伴う取水性低下及び津波の二次的な影

響による重要な安全機能及び重大事故等に対処するために必要な

機能への影響を与える可能性がある場合は，「(4) 津波防護対

策」に示す対策を講じることにより，水位変動に伴う取水性低下

及び津波の二次的な影響によって，津波防護対象設備が有する重

要な安全機能及び重大事故等に対処するために必要な機能を損な

わないこととし，この場合の「(3) 評価結果」は，津波防護対

策を踏まえて示すこととする。 

(1) 評価方針

水位変動に伴う取水性低下及び津波の二次的な影響による重要な

安全機能及び重大事故等に対処するために必要な機能への影響防

止に係る評価では，海水を使用しプラントの冷却を行うために海

域と連接する系統を持ち，津波による水位変動が取水性へ影響を

与える可能性があると考えられる原子炉補機海水ポンプ，高圧炉

心スプレイ補機海水ポンプ（以下「非常用海水ポンプ」とい

う。）並びに大型送水ポンプ車及び大量送水車の付属品である水

中ポンプ（以下「水中ポンプ」という。）を対象に，水位変動に

対して非常用海水ポンプ及び水中ポンプの取水性が確保できるこ

との確認を行う。 

a. 非常用海水ポンプ及び水中ポンプの取水性

津波による水位の低下及び津波荷重に対して，非常用海水ポンプ

及び水中ポンプが機能保持できる設計であることを確認する。ま
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た，津波による水位の低下に対して，プラントの冷却に必要な海

水が確保できる設計であることを確認する。 

b. 津波の二次的な影響による非常用海水ポンプ及び水中ポンプ

の機能保持確認 

津波による水位変動に伴う海底の砂移動・堆積及び漂流物に対し

て取水施設(取水口，取水路及び取水槽)の通水性が確保できるこ

とを確認し，浮遊砂等の混入に対して非常用海水ポンプ及び水中

ポンプが機能保持できる設計であることを確認する。 

(2) 評価方法

a. 非常用海水ポンプ及び水中ポンプの取水性

非常用海水ポンプについては，入力津波の評価水位が非常用海水

ポンプの取水可能水位を下回る可能性の有無を評価する。 

重大事故等時に使用する水中ポンプについては，取水槽の入力津

波高さと送水先の高さの差が水中ポンプの揚程を上回る可能性の

有無を評価する。 

また，非常用海水ポンプは揚水管が水中にあるため，津波荷重及

び余震荷重の影響の有無を評価する。 

b. 津波の二次的な影響による非常用海水ポンプ及び水中ポンプ

の機能保持確認 

(a) 砂移動による取水口，取水管及び取水槽の通水性への影響

確認 

取水口は，取水口呑口下端が EL-12.5m であり，海底面 EL-18.0m

より約 5.5m 高い位置にあるという構造を踏まえて，砂移動に関

する数値シミュレーションを実施し，基準津波の水位変動に伴う

砂の移動・堆積に対して取水口が閉塞することなく取水口，取水

・設備の相違

【東海第二】 
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管，取水槽の通水性が確保可能であるか評価する。 

(b) 砂混入時の非常用海水ポンプ及び水中ポンプの取水機能維

持の確認 

発電所周辺の砂の粒径分布の調査結果及び砂移動に関する数値シ

ミュレーション結果から求められる基準津波の水位変動に伴う浮

遊砂の濃度を基に浮遊砂の平均粒径及び平均濃度を算出し，浮遊

砂の混入に対して非常用海水ポンプ，並びに重大事故等時に使用

する水中ポンプの取水性が保持可能か評価する。 

(c) 漂流物による取水性への影響確認

イ. 取水口，取水路及び取水槽の閉塞の評価

発電所構内及び構外で漂流物となる可能性のある施設・設備を抽

出し，抽出された漂流物となる可能性のある施設・設備が漂流し

た場合に，取水施設(取水口・取水路・取水槽)の閉塞が生じる可

・設備の相違

【東海第二】 

142



東海第二発電所（2018.10.12 版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.7 版） 島根原子力発電所 ２号機 備考 

能性の有無を図 3－36 の漂流物評価フローに基づき評価する。 

ロ. 除じん機の漂流の可能性の評価

海水中の塵芥物を除去するために設置されている除じん機が，基

準津波の流速に対して漂流物となる可能性の有無について評価す

る。評価においては，基準津波の流速により生じるスクリーン前

後の水位差（損失水頭）により，キャリングチェーン及びバケッ

トが破損し，バケットが分離して漂流物化する可能性について評

価する。また，除じん機はＣクラスであることから津波の要因と

なる地震による破損の可能性，波及的影響について評価する。 

ハ. 循環水ポンプ渦防止板の漂流の可能性の評価

循環水ポンプ吸込口付近の整流のために設置されている循環水ポ

ンプ渦防止板が，基準津波の流速に対して漂流物となる可能性の

有無について評価する。評価においては，基準津波の流速により

生じる津波荷重により，鋼板が損傷して脱落し，漂流物化する可

能性について評価する。また，循環水ポンプ渦防止板はＣクラス

であることから津波の要因となる地震による破損の可能性，波及

的影響について評価する。 

ニ. 衝突荷重として用いる漂流物の選定

イ.，ロ.，ハ.の結果を踏まえ，発電所に対する漂流物となる可

能性が否定できない施設・設備のうち，津波防護に関する施設の

設計に衝突荷重として用いる漂流物の選定を行う。選定及び衝突

荷重の算定にあたっては，図 3－36（1/2）及び（2/2）のフロー

に基づき評価する。 

・設備の相違

【東海第二】 

・設備の設置状況の相

違 

【柏崎７】 

 島根２号機は，除じん

機を取水槽内に設置し

ており，津波に伴う漂流

物の影響を受けない 

・設備の相違

【東海第二，柏崎７】 
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・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違
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図 3－36 漂流物評価フロー(1/2) 
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図 3－36 漂流物評価フロー(2/2) 
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(3) 評価結果

a. 非常用海水ポンプ及び水中ポンプの取水性

(a) 非常用海水ポンプの取水性

イ. 水位低下に対する評価

引き波による水位低下時においても，非常用海水ポンプの取水可

能水位を下回らないことを確認する。管路解析により得られた基

準津波による取水槽内の水位下降側の入力津波高さは，基準津波

6（循環水ポンプ運転時：EL-8.31m）となる。これに対して，原

子炉補機海水ポンプ及び高圧炉心スプレイ補機海水ポンプの取水

可能水位は各々EL-8.32m，EL-8.85m であり，水位低下に対して

裕度がない。そのため，大津波警報が発令された場合は，気象庁

により発表される第一波の到達予想時刻の 5分前までに運転員に

よる手動操作で循環水ポンプを停止する。以上の結果，取水槽の

水位下降側の入力津波高さは EL-6.1m となり，原子炉補機海水ポ

ンプの取水可能水位（EL-8.32m）及び高圧炉心スプレイ補機海水

ポンプの取水可能水位（EL-8.85m）を上回ることから，水位低下

に対して非常用海水ポンプは機能保持できる。 

また，海域活断層から想定される地震による基準津波 4は，敷地

までの到達時間が短いことから，循環水ポンプ運転条件を考慮す

るが，基準津波 4（循環水ポンプ運転時：EL-6.5m）であるた

め，非常用海水ポンプの取水可能水位は，取水槽内の水位下降側

の入力津波高さに対し，約 1.8m の裕度がある。（図 3－37） 

また，基準津波 4の波源であるＦ－Ⅲ断層＋Ｆ－Ⅳ断層＋Ｆ－Ⅴ

断層を除く海域活断層及び地震以外の要因による津波について

は，取水口位置における水位下降側の入力津波高さが基準津波 4

と比較して高く，水位加工の影響が軽微であることから，非常用

海水ポンプの取水性に影響はない。Ｆ－Ⅲ断層＋Ｆ－Ⅳ断層＋Ｆ

－Ⅴ断層を除く海域活断層及び地震以外の要因による津波の評価

については，Ⅵ-1-1-3-2-2「基準津波の概要」に示す。 

なお，大津波警報が発令された場合に循環水ポンプを停止する手

順を整備し，保安規定に定めて管理する。 

・入力津波高さの相違

【東海第二】 

・評価結果の相違

【東海第二，柏崎７】 

島根２号機は下降側

の評価水位に対して余

裕がないため，大津波警

報が発令された際には

原則として津波到達予

想時刻の５分前までに

循環水ポンプを停止す

ることとしている 

・基準津波の相違

【東海第二，柏崎７】 

・記載の相違

【東海第二，柏崎７】 

 島根２号機は，基準津

波 4 を除く敷地までの

到達時間が短い津波に

ついて，敷地への影響が

軽微であるを示してい

る。 

・津波発生時の手順の

相違 

【柏崎７】 

島根２号機は大津波
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図 3－37 原子炉補機海水ポンプの取水可能水位 

ロ. 津波荷重に対する評価

非常用海水ポンプのコラムパイプ（揚水管）は水中にあるため，

津波荷重及び余震荷重の影響の有無を評価する。 

非常用海水ポンプが設置されているエリアにおける水平方向最大

流速は 0.94m/s であるが，安全側に 2.0m/s を設定し，余震荷重

と重畳させ，非常用海水ポンプ各部位に発生する応力を算出す

る。算定結果を表 3－16 に示す津波荷重及び余震荷重により発生

する応力は，許容応力を下回るため，非常用海水ポンプの取水性

に影響はない。 

警報が発令された場合，

循環水ポンプを停止さ

せることとしている 
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表 3－16 非常用海水ポンプの強度評価結果 

(b) 重大事故等時に使用する水中ポンプの取水性

取水槽の入力津波の下降側の水位は EL-6.5m である。また，水中

ポンプの送水先高さは EL約 10.0m であり，差は約 16.5m 程度で

ある。これに対して大型送水ポンプ車及び大量送水車の付属品で

ある水中ポンプの定格揚程はそれぞれ 20m 以上，40m 以上である

ことから，津波来襲時において，取水性の確保が可能である。 

・基準津波及び設備の

相違による評価結果の

相違 

【東海第二，柏崎７】 

・設備の相違

【東海第二】 

・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違
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b. 津波の二次的な影響による非常用海水ポンプ及び水中ポンプ

の機能保持確認 

(a) 砂移動による取水口の堆積状況の確認

砂移動に関する数値シミュレーションを実施した結果，取水口位

置での砂の堆積は約 0.02m とほとんどなく，砂の堆積に伴って取

水口が閉塞することはない。 
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(b) 砂混入時の非常用海水ポンプ及び水中ポンプの取水機能維

持の確認 

イ. 非常用海水ポンプの砂耐性

発電所周辺の砂の平均粒径は 0.5mm で，数ミリ以上の砂はごくわ

ずかであることに加えて，粒径数ミリの砂は浮遊し難いものであ

・設備の相違

【東海第二】 

152



東海第二発電所（2018.10.12 版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.7 版） 島根原子力発電所 ２号機 備考 

ることを踏まえると，大きな粒径の砂はほとんど混入しないと考

えられるが，非常用海水ポンプ取水時に浮遊砂の一部が軸受潤滑

水と混在して，ポンプ軸受に混入した場合でも，非常用海水ポン

プの軸受に設けられた約 3.5mm の異物逃がし溝から排出される構

造とする。これらのことから，砂混入に対して非常用海水ポンプ

の取水機能は維持できる。図 3－38に海水ポンプの軸受の構造を

示す。 

図3－38 海水ポンプ軸受構造図 

ロ. 重大事故等時に使用する水中ポンプの砂耐性

大型送水ポンプ車及び大量送水車の付属品である水中ポンプは，

基準津波の水位変動に伴う浮遊砂の平均濃度 0.25×10-3wt%以

下，平均粒径は約 0.5mm であり，大型送水ポンプ車及び大量送水

車の付属品である水中ポンプが取水する浮遊砂量はごく微量であ

る。一方で同設備は，一般的に災害時に海水を取水するために用

いられる設備であり，取水への砂混入に対しても耐性を有するこ

とから，取水への砂流入により機能を喪失することはない。 

・設備の相違

【東海第二】 
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(c) 漂流物による取水性への影響確認

イ. 取水口，取水路，取水槽の閉塞の評価

図 3－36 のフロー図に従い実施した各項目の評価結果を以下に示

し，漂流物となる可能性のある施設・設備による取水口，取水路

及び取水槽への影響評価を行った結果を表 3－17に示す。 

・資料構成の相違

【東海第二】 

 島根２号機は，漂流物

による取水性への影響

評価について，図 3-36

のフロー図に従い実施
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(イ) 基準津波の流速及び流向の確認

基準津波１である日本海東縁部に想定する地震による津波は，日

本海を伝播し，発電所の北より来襲し，地震発生後の約 110 分後

に敷地前面に到達する。発電所近辺における津波流速は最大でも

2.2m/s 程度である。 

(ロ) 漂流物調査範囲の設定

津波流速及び津波の周期を考慮し，漂流物の調査範囲は発電所周

辺約 5km の範囲とした。 

(ハ) 漂流物となる可能性のある施設・設備の抽出

発電所周辺約 5km の範囲において，発電所構内と構外に分けて網

羅的に調査を行った。発電所構内については，屋外に設置してい

る施設・設備を抽出し，発電所構外については船舶・漁船や家屋

等の漂流物となる可能性のあるものについて抽出を行った。 

(ニ) 発電所構内と構外で抽出された施設・設備のスクリーニン

グ 

発電所構内と構外の調査により抽出された施設・設備のうち，図

3－36(2/2)フローにより，設置状況，構造等により漂流物となら

ないもの及び退避可能であり漂流物とならないものについては，

フロー結果「Ⅰ」（漂流しないため取水性に影響しない。）とし

た。 

また，施設，設備の設置状況又は構造から津波波力を受けにくい

ため滑動しないもの，安定流速が最大流速を上回るため滑動しな

いものについては，フロー結果「Ⅱ」（漂流及び滑動しないため

取水性に影響しない。）とした。 

(ホ) 漂流物検討対象選定

漂流又は滑動し，漂流物となる可能性のある施設・設備として抽

出したもののうち，図 3－36（2/2）のフローにより２号機取水

口に到達しないことが確認されたものは，「結果Ⅲ」（漂流又は滑

動するが，２号機取水口に到達しないため取水性に影響しな

した各項目の評価結果

とともに示している 

・設備の相違

【東海第二】 
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い。）とした。 

(へ) 取水性への影響評価 

漂流物となる可能性が否定できない施設・設備については，漂流

した場合について検討を行い，取水性へ影響を与えないものにつ

いてはフロー結果「Ⅳ」（漂流又は滑動し，２号機取水口に到達

するが，取水口を閉塞しないため，取水性に影響しない。）とし

た。検討の結果，フロー結果「対策を実施する。」となる施設・

設備はないことを確認した。 

表 3－17 漂流物影響評価結果(構内海域(1)) 

表 3－17 漂流物影響評価結果(構内海域(2)) 

・漂流物調査結果の相

違 

【東海第二，柏崎７】
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表 3－17 漂流物影響評価結果(構内海域(3)) 

表 3－17 漂流物影響評価結果(構内陸域(1)) 

表 3－17 漂流物影響評価結果(構内陸域(2)) 

・漂流物調査結果の相

違 

【東海第二，柏崎７】
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表 3－17 漂流物影響評価結果(構内陸域(3)) 

表 3－17 漂流物影響評価結果(構内陸域(4)) 

表 3－17 漂流物影響評価結果(構内陸域(5)) 

表 3－17 漂流物影響評価結果(構内陸域(6)) 

・漂流物調査結果の相

違 

【東海第二，柏崎７】
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表 3－17 漂流物影響評価結果(構内陸域(7)) 

表 3－17 漂流物影響評価結果(構外海域(1)) 

表 3－17 漂流物影響評価結果(構外海域(2)) 

・漂流物調査結果の相

違 

【東海第二，柏崎７】
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表 3－17 漂流物影響評価結果(構外陸域) 

ロ. 除じん機の漂流の可能性の評価

(イ) 津波による破損に対する評価

海水中の塵芥を除去するために設置されている除じん機について

は，異物の混入を防止する効果が期待できるが，津波時に破損し

て，それ自体が漂流物となる可能性がある。この場合には，破

損・分離し漂流物化した構成部材等が取水路を閉塞させることに

より，取水路の通水性に影響を与えることが考えられるため，そ

の可能性について確認する。また，除じん機は，Ｃクラスである

ことから地震により破損した後に，津波により移動した場合，長

尺化を実施した非常用海水ポンプへの波及的影響が考えられるこ

とから，これらの影響についても合わせて確認する。 

〈確認条件〉 

・津波流速： 2.4m/s（取水槽除じん機エリアにおける水平方向

最大流速 1.06m/s を上回る値として設定） 

・対象設備：キャリングチェーン及びバケット

・確認方法：除じん機の概要は図 3－39に示すとおりであり，除

じん機は多数のバケットがキャリングチェーンにより接合される

構造となっている。このため入力津波の流速により生じるスクリ

ーン部の水位差により発生する応力が，各部材の許容応力以下で

あることを確認する。なお，津波荷重の作用するキャリングチェ

ーン及びバケットは構造上，有意な余震荷重が作用しないことか

ら津波荷重による評価を実施する。確認結果を表 3－18に示す。 

・評価条件の相違

【東海第二，柏崎７】
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図 3－39 除じん機の概要 

表3－18 除じん機の取水性影響確認結果 

（ロ） 地震による破損に対する評価

除じん機は，Ｃクラスであり，地震により破損した後に，津波に

より移動した場合，長尺化を実施した非常用海水ポンプへの波及

的影響が考えられることから，基準地震動Ｓｓに対して，機器が

破損し，漂流しない設計とする。 

地震による破損に対する評価は，Ⅵ-2-11-2-7-15「除じん機の耐

震性についての計算書」に示す。 

以上より，除じん機は津波又は地震により漂流物とならないこと

を確認した。 

・評価結果の相違

【東海第二，柏崎７】 

・評価内容の相違

【柏崎７】 

 島根２号機は，除じん

機が基準地震動Ｓｓに

より破損し，漂流しない

ことを確認している 
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ハ. 循環水ポンプ渦防止板の漂流の可能性の評価

(イ) 津波による破損に対する評価

循環水ポンプ吸込口付近の整流のために設置されている渦防止板

については，津波時に破損して近接する非常用海水ポンプの取水

性に影響を及ぼすことが考えられるため，その可能性について確

認する。また，循環水ポンプ渦防止板はＣクラスであることか

ら，地震により破損した後に津波により移動した場合，長尺化を

実施した非常用海水ポンプへの波及的影響が考えられることか

ら，これらの影響についても合わせて確認する。 

〈確認条件〉 

・津波流速：1.0m/s（水平方向及び鉛直方向同時に流体力が作用

する条件で評価を実施。環水ポンプ渦防止板の設置されるエリア

における各方向の最大流速（水平：0.94m/s，鉛直：0.98m/s を

上回る値として設定） 

・対象設備：循環水ポンプ渦防止板（鋼板，支持梁，ブラケッ

ト，取付ボルト①，取付ボルト②，基礎ボルト）

・確認方法：循環水ポンプ渦防止板の概要は図 3－40に示すとお

りであり，鋼板は取付ボルトで支持梁に固定され，支持梁は取付

ボルト②でブラケットに固定される。ブラケットは基礎ボルトで

取水槽壁に据え付けられる構造となっている。このため津波荷重

及び余震荷重により発生する応力が，各部材の許容応力以下であ

ることを確認する。確認結果を表 3－19に示す。 

・設備の相違

【東海第二，柏崎７】 

162



東海第二発電所（2018.10.12 版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.7 版） 島根原子力発電所 ２号機 備考 

図 3－40 循環水ポンプ渦防止板の概要 

表 3－19 循環水ポンプ渦防止板の取水性影響確認結果 

(ロ) 地震による破損に対する評価

循環水ポンプ渦防止板は，Ｃクラスであり，地震により破損した

後に津波により移動した場合，長尺化を実施した非常用海水ポン

プへの波及的影響が考えられることから，基準地震動Ｓｓに対し

て，機器が破損し，漂流しない設計とする。 

地震による破損に対する評価は，Ⅵ-2-11-2-7-18「循環水ポンプ

渦防止板の耐震性についての計算書」に示す。 

以上より，循環水ポンプ渦防止板は津波又は地震により漂流物と

ならないことを確認した。 
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ニ. 衝突荷重として用いる漂流物の選定

衝突荷重の算定にあたっては，基準津波の特徴及び発電所のサイ

ト特性に加え，衝突評価対象物（被衝突体）の設置場所並びに検

討対象漂流物（衝突物）の種類及び衝突形態を考慮し，各種論文

等にて提案される漂流物の衝突荷重算定式，又は非線形構造解析

の中から適切なものを選定し算定することとし，イ.，ロ.，ハ.

の結果を踏まえ，衝突荷重を算定する漂流物として，最も重量の

大きいものを基本とする設計条件として設定する（表 3－20）。

基本とする設計条件として設定する対象漂流物のうち漁船につい

ては，表 3－21に示すとおり，操業区域及び航行の不確かさがあ

り，不確かさを考慮した設計を行うため，総トン数 19トンの漁

船を選定し，衝突荷重算定の際に考慮する。 

表 3－20 基本とする設計条件として設定する対象漂流物 

表 3－21 対象漂流物（漁船）の設計条件 

・評価方法の相違

【東海第二，柏崎７】 

 島根２号機は，非線形

構造解析も漂流物の衝

突荷重算定方法の選定

候補としている 

・評価条件の相違

【東海第二，柏崎７】 

 島根２号機は，漁船の

漂流物評価の不確かさ

を踏まえて対象漂流物

を設定 

・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違
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(4) 津波防護対策

「(3) 評価結果」に示すとおり，水位変動に伴う取水性低下及

び津波の二次的な影響による重要な安全機能及び重大事故等に対

処するために必要な機能への影響防止に係る評価を行った結果，

引き波時の非常用海水ポンプの取水可能水位を下回ることはない

ことが確認されたため，水位変動に伴う取水性低下に対する津波

防護対策は必要ない。 

津波の二次的な影響である浮遊砂の混入に対して非常用海水ポン

プの機能が保持できるよう，海水ポンプ軸受に異物逃がし溝（約

3.5mm）を設ける設計とする。また，重大事故等時に使用する大

型送水ポンプ車及び大量送水車の付属品である水中ポンプについ

ては，入力津波の水位変動に伴う浮遊砂の平均濃度 0.25×10-

3wt%以下に対して，多少の泥や砂を含んだ水を使用しても支障が

ない遠心ポンプを用いる設計とする。 
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先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-1-1-3-2-5 津波防護に関する施設の設計方針） 

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

黄色・・前回提出時からの変更箇所 

東海第二発電所（2018.10.12 版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25 版） 島根原子力発電所 ２号機 備考 

Ⅵ-1-1-3-2-5 津波防護に関する施設の設計方針 
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1. 概要

本資料は，Ⅵ-1-1-3-2-1「耐津波設計の基本方針」に基づき，津

波防護に関する施設の施設分類，要求機能及び性能目標を明確に

し，各施設の機能設計及び構造強度設計に関する設計方針につい

て説明するものである。 

2. 設計の基本方針

発電所に影響を与える可能性がある基準津波の発生により，Ⅵ-

1-1-3-2-1「耐津波設計の基本方針」にて設定している津波防護

対象設備が，その安全機能又は重大事故等に対処するために必要

な機能が損なわれるおそれがないようにするため，津波防護に関

する施設を設置する。津波防護に関する施設は，Ⅵ-1-1-3-2-3

「入力津波の設定」で設定している入力津波に対して，その機能

が保持できる設計とする。 

津波防護に関する施設の設計に当たっては，Ⅵ-1-1-3-2-4「入力

津波による津波防護対象設備への影響評価」にて設定している津

波防護対策を実施する目的や施設の分類を踏まえて，施設分類ご

との要求機能を整理するとともに，施設ごとに機能設計上の性能

目標及び構造強度設計上の性能目標を定める。 

津波防護に関する施設の構造強度設計上の性能目標を達成するた

め，施設ごとに各機能の設計方針を示す。 

津波防護に関する施設の構造強度設計上の性能目標を達成するた

めの構造強度の設計方針等については，Ⅵ-3-別添 3-1「津波への

配慮が必要な施設の強度計算の基本方針」に示す。 

津波防護に関する施設の設計フローを図 2－1に示す。 

図2－1 施設の設計フロー 
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3. 要求機能及び性能目標

津波防護対策を実施する目的として，Ⅵ-1-1-3-2-4「入力津波に

よる津波防護対象設備への影響評価」において，津波の発生に伴

い，津波防護対象設備がその安全機能又は重大事故等に対処する

ために必要な機能が損なわれるおそれがないこととしている。ま

た，施設の分類については，Ⅵ-1-1-3-2-4「入力津波による津波

防護対象設備への影響評価」において，津波防護施設，浸水防止

設備，津波監視設備及び漂流防止装置に分類している。これらを

踏まえ，施設分類ごとの要求機能を整理するとともに，施設分類

ごとの要求機能を踏まえた施設ごとの機能設計上の性能目標及び

構造強度設計上の性能目標を設定する。 

津波防護に関する施設について，施設分類（津波防護施設，浸水

防止設備，津波監視設備及び漂流防止装置）ごとの配置を図 3－1

に示す。 

・津波防護対策の相違

【東海第二，柏崎 7】 

島根２号機は漂流防

止装置として係船柱

を設置する 
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図 3－1 津波防護に関する施設の配置 ・施設の配置の相違

【東海第二，柏崎７】
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3.1 津波防護施設 

(1) 施設

a. 防波壁

(a) 防波壁（多重鋼管杭式擁壁）

(b) 防波壁（逆Ｔ擁壁）

(c) 防波壁（波返重力擁壁）

b. 防波壁通路防波扉

c. 流路縮小工

・津波防護施設の相違

【東海第二，柏崎 7】
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(2) 要求機能

津波防護施設は，繰返しの来襲を想定した入力津波に対し，余震，

漂流物の衝突，風及び積雪を考慮した場合においても，津波防護

対象設備が，要求される機能を損なうおそれがないよう，津波の

流入及び津波による漏水を防止することが要求される。 

(3) 性能目標

a. 防波壁

(a) 防波壁（多重鋼管杭式擁壁）

防波壁（多重鋼管杭式擁壁）は，地震後の繰返しの来襲を想定した

遡上波に対し，余震，漂流物の衝突，風及び積雪を考慮した場合に

おいても，想定される津波高さに余裕を考慮した高さまでの施工

により止水性を保持することを機能設計上の性能目標とする。 

防波壁（多重鋼管杭式擁壁）は，地震後の繰返しの来襲を想定した

遡上波の浸水に伴う津波荷重並びに余震，漂流物の衝突，風及び

積雪による荷重に対し，岩盤に支持される鋼管を多重化して鋼管

内をコンクリート又はモルタルで充填した多重鋼管による杭基礎

構造と，鋼管及び鉄筋コンクリート造の被覆コンクリート壁によ

る上部構造で構成し，地震後，津波後の再使用性を考慮し，主要な

構造部材の構造健全性を保持するとともに，ずれる又は浮き上が

るおそれのない設計とする。なお，漂流物の衝突による荷重に対

しては，漂流物対策工を設置し，主要な構造部材の構造健全性を

保持する設計とする。地盤中からの回り込みによる流入を防止す

るため及び鋼管杭の変形を抑制するために改良地盤を設置し，健

全性及び止水性を保持する設計とする。地震時に異なる挙動を示

す可能性がある構造体の境界部には止水目地を設置し，部材を有

意な漏えいが生じない変形にとどめる設計とする。 

これらの設計によって，主要な構造部材の構造健全性を保持する

ことを構造強度設計上の性能目標とする。 

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・津波防護施設の相違

【東海第二，柏崎 7】 

・評価内容の相違

【東海第二】

①の相違
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(b) 防波壁（逆Ｔ擁壁）

防波壁（逆Ｔ擁壁）は，地震後の繰返しの来襲を想定した遡上波に

対し，漂流物の衝突，風及び積雪を考慮した場合においても，想定

される津波高さに余裕を考慮した高さまでの施工により止水性を

保持することを機能設計上の性能目標とする。 

防波壁（逆Ｔ擁壁）は，地震後の繰返しの来襲を想定した遡上波の

浸水に伴う津波荷重並びに漂流物の衝突，風及び積雪による荷重

に対し，改良地盤を介して岩盤に支持される鉄筋コンクリート造

の逆Ｔ擁壁による直接基礎構造で構成し，地震後，津波後の再使

用性を考慮し，主要な構造部材の構造健全性を保持するとともに，

グラウンドアンカを設置し，ずれる又は浮き上がるおそれのない

設計とする。なお，漂流物の衝突による荷重に対しては，漂流物対

策工を設置し，主要な構造部材の構造健全性を保持する設計とす

る。地盤中からの回り込みによる流入を防止するため及び逆Ｔ擁

壁を鉛直支持するために改良地盤を設置し，健全性及び止水性を

保持する設計とする。地震時に異なる挙動を示す可能性がある構

造体の境界部には止水目地を設置し，部材を有意な漏えいが生じ

ない変形にとどめる設計とする。 

これらの設計によって，主要な構造部材の構造健全性を保持する

ことを構造強度設計上の性能目標とする。 

・津波防護施設の相違

【東海第二，柏崎 7】 

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・評価内容の相違

【東海第二】

①の相違
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(c) 防波壁（波返重力擁壁）

防波壁（波返重力擁壁）は，地震後の繰返しの来襲を想定した遡上

波に対し，余震，漂流物の衝突，風及び積雪を考慮した場合におい

ても，想定される津波高さに余裕を考慮した高さまでの施工によ

り止水性を保持することを機能設計上の性能目標とする。 

防波壁（波返重力擁壁）は，地震後の繰返しの来襲を想定した遡上

波の浸水に伴う津波荷重並びに余震，漂流物の衝突，風及び積雪

による荷重に対し，堅固な地山の岩盤，マンメイドロック（以下

「ＭＭＲ」という。）を介して岩盤又は改良地盤に支持される鉄筋

コンクリート造のケーソンによる直接基礎構造と，鉄筋コンクリ

ート造の重力擁壁で構成し，地震後，津波後の再使用性を考慮し，

主要な構造部材の構造健全性を保持するとともに，ずれる又は浮

き上がるおそれのない設計とする。なお，漂流物の衝突による荷

重に対しては，漂流物対策工を設置し，主要な構造部材の構造健

全性を保持する設計とする。地盤中からの回り込みによる流入を

防止するため及びケーソン及び重力擁壁を鉛直支持するために改

良地盤及びＭＭＲを設置し，健全性及び止水性を保持する設計と

する。地震時に異なる挙動を示す可能性がある構造体の境界部に

は止水目地を設置し，部材を有意な漏えいが生じない変形にとど

める設計とする。 

これらの設計によって，主要な構造部材の構造健全性を保持する

ことを構造強度設計上の性能目標とする。 

・津波防護施設の相違

【東海第二，柏崎 7】 

・記載の相違

【東海第二】

③の相違
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・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違

・津波防護施設の相違

【東海第二】
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b. 防波壁通路防波扉

防波壁通路防波扉は，地震後の繰返しの来襲を想定した遡上波に

対し，漂流物の衝突及び風を考慮した場合においても，想定され

る津波高さに余裕を考慮した高さまでの施工により止水性を保持

することを機能設計上の性能目標とする。 

防波壁通路防波扉は，地震後の繰返しの来襲を想定した遡上波の

浸水に伴う津波荷重，漂流物の衝突及び風による荷重に対し，岩

盤上の改良地盤又は鋼管に支持される基礎スラブによる基礎構造

と，鋼製の防波扉で構成し，地震後，津波後の再使用性を考慮し，

主要な構造部材の構造健全性を保持するとともに，ずれる又は浮

き上がるおそれのない設計とする。防波壁通路防波扉（１号機北

側，２号機北側）は，防波壁（多重鋼管杭式擁壁）内に設置する設

計とする。防波壁通路防波扉（荷揚場南，３号機東側）と躯体の境

界部には水密ゴムを設置する設計とし，部材を有意な漏えいを生

じない変形にとどめる設計とする。なお，防波壁通路防波扉（荷揚

場南，３号機東側）については，防波扉に漁船等の漂流物が直接衝

突しないよう前面に，防波扉の一部として漂流物対策工を設置す

・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違

・津波防護施設の相違

【東海第二】

178



東海第二発電所（2018.10.12 版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25 版） 島根原子力発電所 ２号機 備考 

る。 

これらの設計によって，主要な構造部材の健全性を保持すること

を構造強度設計上の性能目標とする。 

c. 流路縮小工

(a) １号機取水槽流路縮小工

１号機取水槽流路縮小工は，地震後の繰返しの来襲を想定した経

路からの津波に対し，余震を考慮した場合においても，1号機取水

路からの津波の流入を抑制し，１号機取水槽天端開口部から津波

防護対象設備を内包する建物及び区画が設置された敷地への流入

・津波防護施設の相違

【東海第二】 

・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違

・津波防護施設の相違

【東海第二，柏崎 7】
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を防止することを機能設計上の性能目標とする。また，１号機の

性能維持施設である１号機原子炉補機冷却海水ポンプの取水機能

に影響を与えないこととする。 

１号機取水槽流路縮小工は，十分な支持性能を有する１号機取水

槽北側壁に設置し，地震後の繰返しの来襲を想定した経路からの

津波の流入に伴う津波荷重及び余震による荷重に対し，鋼製部材

で構成し，地震後，津波後の再使用性を考慮し，主要な構造部材の

構造健全性を保持する設計とする。 

これらの設計によって，主要な構造部材の構造健全性を保持する

ことを構造強度設計上の性能目標とする。 

・評価内容の相違

【東海第二】

①の相違
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・津波防護施設の相違

【東海第二】 

・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違

・津波防護施設の相違

【東海第二】
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3.2 浸水防止設備 

(1) 設備

a. 屋外排水路逆止弁（外郭防護）

b. 防水壁（外郭及び内郭防護）

c. 水密扉（外郭及び内郭防護）

d. 床ドレン逆止弁（外郭及び内郭防護）

e. 隔離弁（内郭防護）

f. ポンプ及び配管（内郭防護）

・浸水防止設備の相違

【東海第二，柏崎 7】
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g. 貫通部止水処置（外郭及び内郭防護）

(2) 要求機能

浸水防止設備は，繰返しの来襲を想定した入力津波，及び地震に

よる溢水に加えて津波の流入を考慮した浸水に対し，余震，漂流

物の衝突，風及び積雪を考慮した場合においても，津波防護対象

設備が要求される機能を損なうおそれがないよう，浸水想定範囲

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・設置場所の違いによ
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等における津波や浸水による荷重等に対する耐性を評価し，津波

の流入及び漏水を防止することが要求される。 

(3) 性能目標

a. 屋外排水路逆止弁

屋外排水路逆止弁は，地震後の繰返しの来襲を想定した経路から

の津波に対し，余震を考慮した場合においても，津波防護対象設

備を内包する建物及び区画が設置された敷地に屋外排水路を介し

て流入することを防止するため，屋外排水路逆止弁に想定される

津波高さに余裕を考慮した高さに対する止水性を保持することを

機能設計上の性能目標とする。 

屋外排水路逆止弁は，十分な支持性能を有する防波壁に設置され

た集水桝に設置し，地震後の繰返しの来襲を想定した経路からの

津波の流入に伴う津波荷重及び余震による荷重に対し，鋼製の逆

止弁で構成し，地震後，津波後の再使用性を考慮し，主要な構造部

材の構造健全性を保持する設計とすることを構造強度設計上の性

能目標とする。 

る考慮する荷重の相違 

【柏崎 7】 

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・浸水防止設備の相違

【東海第二，柏崎 7】 

・浸水防止設備の相違

【東海第二，柏崎 7】 

・評価内容の相違

【東海第二】

①の相違
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b. 防水壁

(a) 取水槽除じん機エリア防水壁

取水槽除じん機エリア防水壁は，地震後の繰返しの来襲を想定し

た経路からの津波に対し，風を考慮した場合においても，津波防

護対象設備を内包する建物及び区画が設置された敷地又は取水槽

海水ポンプエリアに取水槽除じん機エリア天端開口部を介して流

入することを防止するため，取水槽に想定される入力津波高さに

余裕を考慮した高さに対する止水性を保持することを機能設計上

の性能目標とする。 

取水槽除じん機エリア防水壁は，十分な支持機能を有する取水槽

に設置し，地震後の繰返しの来襲を想定した経路からの津波の流

入に伴う津波荷重及び風による荷重に対し，鋼製の防水壁で構成

し，地震後，津波後の再使用性を考慮し，主要な構造部材の構造健

全性を保持することを構造強度設計上の性能目標とする。 

(b) 復水器エリア防水壁

復水器エリア防水壁は，地震による溢水に加えて津波の流入を考

慮した浸水に対し，余震を考慮した場合においてもタービン建物

（Ｓクラスの設備を設置するエリア）に開口部を介して流入する

ことを防止するため，想定される浸水高さに余裕を考慮した高さ

に対する止水性を保持することを機能設計上の性能目標とする。 

復水器エリア防水壁は，十分な支持性能を有するタービン建物に

設置し，地震による溢水に加えて津波の流入を考慮した浸水に伴

う津波荷重及び余震による荷重に対し，鋼製の防水壁で構成し，

地震後，津波後の再使用性を考慮し，主要な構造部材の構造健全

性を保持する設計とすることを構造強度上の性能目標とする。 

・浸水防止設備の相違

【東海第二，柏崎 7】

186



東海第二発電所（2018.10.12 版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25 版） 島根原子力発電所 ２号機 備考 

c. 水密扉

(a) 取水槽除じん機エリア水密扉

取水槽除じん機エリア水密扉は，地震後の繰返しの来襲を想定し

た経路からの津波に対し，風を考慮した場合においても，津波防

護対象設備を内包する建物及び区画が設置された敷地又は取水槽

海水ポンプエリアに取水槽除じん機エリア天端開口部を介して流

入することを防止するため，取水槽に想定される入力津波高さに

余裕を考慮した高さに対する止水性を保持することを機能設計上

の性能目標とする。 

取水槽除じん機エリア水密扉は，十分な支持機能を有する取水槽

に設置し，繰返しの来襲を想定した経路からの津波の流入に伴う

津波荷重及び風による荷重に対し，鋼製の水密扉で構成し，地震

後，津波後の再使用性を考慮し，主要な構造部材が構造健全性を

保持することを構造強度設計上の性能目標とする。 

(b) 復水器エリア水密扉

復水器エリア水密扉は，地震による溢水に加えて津波の流入を考

慮した浸水に対し，余震を考慮した場合においても，タービン建

物（Ｓクラスの設備を設置するエリア）に流入することを防止す

るため，想定される浸水高さに余裕を考慮した高さに対する止水

性を保持することを機能設計上の性能目標とする。 

復水器エリア水密扉は，十分な支持性能を有するタービン建物に

設置し，地震による溢水に加えて津波の流入を考慮した浸水に伴

う津波荷重及び余震による荷重に対し，鋼製の水密扉で構成し，

地震後，津波後の再使用性を考慮し，主要な構造部材の構造健全

性を保持する設計とすることを構造強度上の性能目標とする。 

d. 床ドレン逆止弁

(a) 取水槽床ドレン逆止弁

取水槽床ドレン逆止弁は，地震後の繰返しの来襲を想定した経路

からの津波に対し，余震及び積雪を考慮した場合においても，取

水槽海水ポンプエリア及び取水槽循環水ポンプエリアに床ドレン

開口部を介して津波が流入することを防止するため，取水槽に想

定される入力津波高さに余裕を考慮した高さに対する止水性を保

持することを機能設計上の性能目標とする。 

・浸水防止設備の相違

【東海第二，柏崎 7】 

・記載の相違

【東海第二】 

③の相違

・設置場所の違いによ

る考慮する荷重の相違 

【柏崎 7】 

・記載の相違

【東海第二】 

③の相違

・設置場所の違いによ

る考慮する荷重の相違 

【柏崎 7】 

・浸水防止設備の相違

【東海第二，柏崎 7】 

・浸水防止設備の相違

【東海第二，柏崎 7】 

・記載の相違

【東海第二】 

③の相違

・設置場所の違いによ

る考慮する荷重の相違 

【東海第二，柏崎 7】 

島根２号機の取水槽
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取水槽床ドレン逆止弁は，十分な支持機能を有する取水槽に設置

し，地震後の繰返しの来襲を想定した経路からの津波の流入に伴

う津波荷重並びに余震及び積雪を考慮した荷重に対し，鋼製の弁

本体，フロートガイド等で構成し，地震後，津波後の再使用性を考

慮し，主要な構造部材が構造健全性を保持する設計とすることを

構造強度設計上の性能目標とする。 

(b) タービン建物床ドレン逆止弁

タービン建物床ドレン逆止弁は，地震による溢水に加えて津波の

流入を考慮した浸水に対し，余震を考慮した場合においても，タ

ービン建物（Ｓクラスの設備を設置するエリア）に床ドレン配管

を介して流入することを防止するため，想定される浸水高さに余

裕を考慮した高さに対する止水性を保持することを機能設計上の

性能目標とする。 

タービン建物床ドレン逆止弁は，十分な支持性能を有するタービ

ン建物に設置し，地震による溢水に加えて津波の流入を考慮した

浸水に伴う津波荷重及び余震による荷重に対し，鋼製の弁本体，

フロートガイド等で構成し，地震後，津波後の再使用性を考慮し，

主要な構造部材の構造健全性を保持する設計とすることを構造強

度設計上の性能目標とする。 

床ドレン逆止弁は，漂流

物の影響がない取水槽

に設置し，さらに敷地地

下に設置されることか

ら，風荷重及び漂流物の

衝突荷重を考慮しない 

・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違

・浸水防止設備の相違

【東海第二，柏崎 7】 

・評価内容の相違

【東海第二】
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e. 隔離弁

(a) タービン補機海水系隔離システム

タービン補機海水系隔離システムは，地震後の繰返しの来襲を想

定した経路からの津波に対し，余震を考慮した場合においても，

タービン建物（Ｓクラスの設備を設置するエリア（西））及び取水

槽循環水ポンプエリアにタービン補機海水系の機器及び配管の損

傷箇所を介して津波が流入することを防止するため，損傷箇所か

らの溢水を検知し，自動隔離することを機能設計上の性能目標と

する。 

タービン補機海水系隔離システムは，十分な支持性能を有する取

水槽，タービン建物及び制御室建物に設置し，地震後の繰返しの

来襲を想定した経路からの津波の流入に伴う津波荷重及び余震に

よる荷重に対し，鋼製の電動弁，漏えい検知器，制御盤で構成し，

浸水防止機能を保持する設計とすることを構造強度上の性能目標

とする。 

(b) 逆止弁

逆止弁は，地震後の繰返しの来襲を想定した経路からの津波に対

し，余震を考慮した場合においても，タービン建物（Ｓクラスの設

備を設置するエリア（西））にタービン補機海水系又は液体廃棄物

処理系の機器及び配管の損傷箇所を介して流入することを防止す

るため，想定される津波高さに余裕を考慮した高さに対する止水

性を保持することを機能設計上の性能目標とする。 

逆止弁は，十分な支持性能を有する屋外配管ダクト（タービン建

物～放水槽）内の配管に設置し，地震後の繰返しの来襲を想定し

た経路からの津波の流入に伴う津波荷重及び余震による荷重に対

①の相違

・津波防護対策の相違

【東海第二，柏崎７】 

島根２号機は浸水防

護設備として機器・配管

系がある 

・津波防護対策の相違

【東海第二，柏崎７】 

島根２号機は浸水防

護設備として機器・配管

系がある 
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し，鋼製の逆止弁で構成し，浸水防止機能を保持する設計とする

ことを構造強度上の性能目標とする。 

f. ポンプ及び配管

ポンプ及び配管は，地震後の繰返しの来襲を想定した経路からの

津波の流入に対し，余震を考慮した場合においても，原子炉建物，

タービン建物（Ｓクラスの設備を設置するエリア（西）），取水槽海

水ポンプエリア及び取水槽循環水ポンプエリアに原子炉補機海水

系，高圧炉心スプレイ補機海水系，循環水系，タービン補機海水系

及び液体廃棄物処理系の機器及び配管の損傷箇所を介して流入す

ることを防止するため，想定される津波高さに余裕を考慮した高

さに対する止水性を保持することを機能設計上の性能目標とす

る。 

ポンプ及び配管は，十分な支持性能を有する取水槽，原子炉建物，

タービン建物又は屋外配管ダクト（タービン建物～放水槽）に設

置し，地震後の繰返しの来襲を想定した経路からの津波の流入に

伴う津波荷重及び余震による荷重に対し，鋼製のポンプ及び配管

で構成し，浸水防止機能を保持する設計とすることを構造強度上

の性能目標とする。 

・津波防護対策の相違

【東海第二，柏崎７】 

島根２号機は浸水防

護設備として機器・配管

系がある 

・浸水防止設備の相違

【東海第二】 

・浸水防止設備の相違

【東海第二】
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・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違

・浸水防止設備の相違

【東海第二】
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・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違

・浸水防止設備の相違

【東海第二】
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・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違

・浸水防止設備の相違

【東海第二】 

・評価内容の相違

【東海第二】

①の相違
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・浸水防止設備の相違
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・評価内容の相違

【東海第二】

①の相違
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・浸水防止設備の相違
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・評価内容の相違
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①の相違
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・浸水防止設備の相違

【東海第二】 

・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違

・浸水防止設備の相違

【東海第二】
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・評価内容の相違
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①の相違

・浸水防止設備の相違

【東海第二】
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・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違

・浸水防止設備の相違

【東海第二】 

・評価内容の相違

【東海第二】

①の相違
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・浸水防止設備の相違
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・評価内容の相違

【東海第二】

①の相違
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・評価内容の相違
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①の相違
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①の相違
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g. 貫通部止水処置

貫通部止水処置は，地震後の繰返しの来襲を想定した経路からの

津波，及び地震による溢水に加えて津波の流入を考慮した浸水に

対し，余震を考慮した場合においても，想定される浸水高さに余

裕を考慮した高さまでの止水処置により，止水性を保持すること

を機能設計上の性能目標とする。 

貫通部止水処置は，地震後の繰返しの来襲を想定した経路からの

津波，及び地震による溢水に加えて津波の流入を考慮した浸水に

伴う津波荷重及び余震による荷重に対し，取水槽除じん機エリア，

放水槽及びタービン建物（復水器を設置するエリア）の貫通口と

貫通物との隙間をシール材，ブーツ又はモルタルにより塞ぐ構造

とし，止水性の保持を考慮して主要な構造部材の構造健全性を保

持する設計とすることを構造強度設計上の性能目標とする。 

・浸水防止設備の相違

【東海第二】 

・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違

・浸水防止設備の相違

【東海第二】 

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・設置場所の違いによ

る考慮する荷重の相違 

【東海第二，柏崎 7】 

 島根２号機の貫通部

止水処置のうち，屋内に

設置するものは，風，積

雪及び漂流物による荷

重が作用しない。屋外に

設置するものについて

も，漂流物及び風の影響

を受けない取水槽内に

設置し，積雪が作用する

構造ではないことから，
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風，積雪及び漂流物の衝

突荷重は考慮しない 

・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違

・浸水防止設備の相違

【東海第二】 

・浸水防止設備の相違

【東海第二】 

・評価内容の相違
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【東海第二】 

①の相違

・浸水防止設備の相違

【東海第二】 

・評価内容の相違

【東海第二】

①の相違
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3.3 津波監視設備 

(1) 設備

a. 津波監視カメラ

b. 取水槽水位計

(2) 要求機能

津波監視設備は，繰返しの来襲を想定した入力津波に対し，余震，

漂流物の衝突，風及び積雪を考慮した場合においても，津波防護

対象施設が要求する機能を損なうおそれがないよう，津波防護施

設及び浸水防止設備が機能を保持できていることを監視するた

め，津波の来襲状況を監視できることが要求される。 

(3) 性能目標

a. 津波監視カメラ

津波監視カメラは，波力及び漂流物の影響を受けない位置にカメ

ラ本体を設置し，風及び積雪を考慮した場合においても，昼夜に

わたり敷地への津波の来襲状況を監視可能な仕様とし，非常用電

源設備から給電する構成とする。また，電路は波力及び漂流物の

影響を受けない位置に設置することにより，中央制御室での監視

機能を保持することを機能設計上の性能目標とする。 

津波監視カメラは，風及び積雪を考慮した荷重に対し，監視機能

が保持できる設計とするために，カメラ本体を鋼製の架台にボル

トで固定する設計とし，津波の影響を受けない位置に設置し，主

要な構造部材が構造健全性を保持する設計とすることを構造強度

設計上の性能目標とする。 

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・津波防護対策の相違

【東海第二】 

島根２号機は取水槽

水位計により，水位上昇

側の津波高さも監視で
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b. 取水槽水位計

取水槽水位計は，漂流物の影響を受けにくい取水槽に検出器を設

置し，地震後の繰返しの来襲を想定した経路からの津波に対し，

余震を考慮した場合においても，取水槽の上昇側及び下降側の水

位変動を測定可能な能力を有するとともに，非常用電源設備から

給電する構成とする。また，電路は波力及び漂流物の影響を受け

ない位置へ設置することにより，中央制御室での監視機能を保持

することを機能設計上の性能目標とする。 

取水槽水位計は，地震後の繰返しの来襲を想定した経路からの津

波の流入に伴う津波荷重及び余震を考慮した荷重に対し，監視機

能が保持できる設計とするために，主要な構造部材が構造健全性

を保持する設計とすることを構造強度設計上の性能目標とする。 

3.4 漂流防止装置 

(1) 設備

a. 漂流防止装置 （係船柱）

(2) 要求機能

漂流防止装置は，地震後の繰返しの来襲を想定した津波に対し，

余震を考慮した場合においても，燃料輸送船及びＬＬＷ輸送船

（以下「燃料等輸送船」という。）を係留できることが要求され

る。 

(3) 性能目標

a. 漂流防止装置（係船柱）

漂流防止装置（係船柱）は，海域活断層に想定される地震による津

波（基準津波４）の流れにより作用する燃料等輸送船の引張荷重

きることから，潮位計を

設置していない 

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・津波防護対策の相違

【東海第二，柏崎 7】 

 島根２号機は漂流防

止装置として係船柱を

設置する 
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（以下「係留力」という。）に対し，燃料等輸送船を係留する機能

を保持することを機能設計上の性能目標とする。 

漂流防止装置（係船柱）は，係留力に対し，係留機能が保持できる

設計とするために，地震後，機能を保持できる範囲に変形を留め

る漂流防止装置基礎（多重鋼管杭，荷揚護岸）の上部に設置し，主

要な構造部材が構造健全性を保持する設計とすることを構造強度

上の性能目標とする。 

4. 機能設計

Ⅵ-1-1-3-2-3「入力津波の設定」で設定している入力津波に対し，

「3. 要求機能及び性能目標」で設定している津波防護に関する

施設の機能設計上の性能目標を達成するために，各施設の機能設

計の方針を定める。 

4.1 津波防護施設 

(1) 防波壁の設計方針

防波壁は，「3. 要求機能及び性能目標」の「3.1(3) 性能目標」

で設定している機能設計上の性能目標を達成するために，以下の

設計方針としている。 

防波壁は，防波壁（多重鋼管杭式擁壁），防波壁（逆Ｔ擁壁）及び

防波壁（波返重力擁壁）の 3 種類に分けられる。防波壁の構造形

式及び基礎構造を踏まえ，以下に構造形式ごとの機能設計を示す。 

a. 防波壁（多重鋼管杭式擁壁）

防波壁（多重鋼管杭式擁壁）は，地震後の繰返しの来襲を想定した

遡上波に対し，余震，漂流物の衝突，風及び積雪を考慮した場合に

おいても，想定される津波高さに余裕を考慮した高さまでの施工

により止水性を保持するため，以下の措置を講じる設計とする。 

防波壁（多重鋼管杭式擁壁）は，入力津波高さ EL 11.9m に対して

余裕を考慮した天端高さ EL 15.0m とし，防波壁（逆Ｔ擁壁），防

波壁（波返重力擁壁）及び防波壁通路防波扉と合わせて日本海及

び輪谷湾に面した敷地面に設置する設計とする。 

防波壁（多重鋼管杭式擁壁）は，岩盤に支持される鋼管を多重化し

・津波防護施設の相違

【東海第二，柏崎 7】 

・記載の相違

【東海第二】

③の相違
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て鋼管内をコンクリート又はモルタルで充填した多重鋼管による

杭基礎構造，上部工は鋼管及び鉄筋コンクリート造の被覆コンク

リート壁とする。被覆コンクリート壁の海側に，漂流物の衝突荷

重を分散するため，鉄筋コンクリート版により構成された漂流物

対策工を設置する。地震時に異なる挙動を示す可能性がある被覆

コンクリート壁の境界部の陸側に，波圧による変形に追随し，試

験等により止水性を確認した止水目地をEL 15.0mまで設置するこ

とにより，境界部の止水性を保持する設計とする。被覆コンクリ

ート壁の境界部に設置する止水目地は，「(a) 止水目地の耐圧試

験」により止水性を確認したものと同じ材質の止水目地を使用す

る設計とする。 

耐圧試験の試験条件及び試験結果を，以下に示す。 

(a) 止水目地の耐圧試験

イ. 試験条件

耐圧試験については，試験機を用いて津波時に想定される水圧を

作用させた場合に，止水目地に有意な漏えいが生じないことを確

認する。 

ロ. 試験結果

試験の結果，止水目地に漏えいがないことを確認した。 

防波壁（多重鋼管杭式擁壁）は，杭基礎構造背面の改良地盤によ

り，津波の地盤中からの回り込みによる浸水に対する止水性（難

透水性）を保持する設計とする。 

・設備構成の相違

【東海第二】
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b. 防波壁（逆Ｔ擁壁）

防波壁（逆Ｔ擁壁）は，地震後の繰返しの来襲を想定した遡上波に

対し，漂流物の衝突,風及び積雪を考慮した場合においても，想定

される津波高さに余裕を考慮した高さまでの施工により止水性を

・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違

・津波防護施設の相違

【東海第二，柏崎 7】
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保持するため，以下の措置を講じる設計とする。 

防波壁（逆Ｔ擁壁）は，入力津波高さ EL 11.9m に対して余裕を考

慮した天端高さ EL 15.0m とし，防波壁（多重鋼管杭式擁壁），防

波壁（波返重力擁壁）及び防波壁通路防波扉と合わせて日本海及

び輪谷湾に面した敷地面に設置する設計とする。 

防波壁（逆Ｔ擁壁）は，岩盤に支持される改良地盤による直接基礎

構造，上部工は鉄筋コンクリート造の逆Ｔ擁壁とし，上部工の変

形抑制のために鋼製のグラウンドアンカを逆Ｔ擁壁に設置する。

逆Ｔ擁壁の海側に，漂流物の衝突荷重の分散及びグラウンドアン

カへの衝突防止のため，鉄筋コンクリート版及び鋼材により構成

された漂流物対策工を設置する。地震時に異なる挙動を示す可能

性がある逆Ｔ擁壁の境界部の陸側に，波圧による変形に追随し，

試験等により止水性を確認した止水目地をEL 15.0mまで設置する

ことにより，境界部の止水性を保持する設計とする。 

逆Ｔ擁壁の境界部に設置する止水目地は，「(a) 止水目地の耐圧

試験」により止水性を確認したものと同じ材質の止水目地を使用

する設計とする。 

耐圧試験の試験条件及び試験結果を，以下に示す。 

(a) 止水目地の耐圧試験

イ. 試験条件

耐圧試験については，試験機を用いて津波時に想定される水圧を

作用させた場合に，止水目地に有意な漏えいが生じないことを確

認する。 

ロ. 試験結果

試験の結果，止水目地に漏えいがないことを確認した。 

防波壁（逆Ｔ擁壁）は，逆Ｔ擁壁基礎の改良地盤により，地盤中か

らの回り込みによる浸水に対する止水性（難透水性）を保持する

設計とする。 

・入力津波高さの相違

【東海第二】 

・設備構成の相違

【東海第二】 

・評価内容の相違

【東海第二】

①の相違
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c. 防波壁（波返重力擁壁）

防波壁（波返重力擁壁）は，地震後の繰返しの来襲を想定した遡上

波に対し，余震，漂流物の衝突,風及び積雪を考慮した場合におい

ても，想定される津波高さに余裕を考慮した高さまでの施工によ

り止水性を保持するため，以下の措置を講じる設計とする。 

防波壁（波返重力擁壁）は，入力津波高さ EL 11.9m に対して余裕

を考慮した天端高さ EL 15.0m とし，防波壁（多重鋼管杭式擁壁），

防波壁（逆Ｔ擁壁）及び防波壁通路防波扉と合わせて日本海及び

輪谷湾に面した敷地面に設置する設計とする。 

防波壁（波返重力擁壁）は，堅固な地山の岩盤，又はＭＭＲ（マン

メイドロック）等を介して岩盤又は改良地盤に支持される鉄筋コ

ンクリート造のケーソンによる直接基礎構造，上部工は鉄筋コン

クリート造の重力擁壁とする。前壁の背面に中詰コンクリートが

充填されていないケーソン及び重力擁壁の海側に，漂流物の衝突

荷重を分散するため，鉄筋コンクリート版により構成された漂流

物対策工を設置する。地震時に異なる挙動を示す可能性がある重

力擁壁の境界部の陸側に，波圧による変形に追随し，試験等によ

り止水性を確認した止水目地を EL 15.0m まで設置することによ

り，境界部の止水性を保持する設計とする。 

重力擁壁の境界部に設置する止水目地は，「(a) 止水目地の耐圧

試験」により止水性を確認したものと同じ材質の止水目地を使用

・津波防護施設の相違

【東海第二，柏崎 7】
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する設計とする。 

耐圧試験の試験条件及び試験結果を，以下に示す。 

(a) 止水目地の耐圧試験

イ. 試験条件

耐圧試験については，試験機を用いて津波時に想定される水圧を

作用させた場合に，止水目地に有意な漏えいが生じないことを確

認する。 

ロ. 試験結果

試験の結果，止水目地に漏えいがないことを確認した。 

防波壁（波返重力擁壁）は，重力擁壁の基礎構造がである鉄筋コン

クリート造のケーソン，又は堅固な地山の岩盤，改良地盤又はＭ

ＭＲにより，地盤中からの回り込みによる浸水に対する止水性（難

透水性）保持する設計とする。 

・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違

・設備構成の相違

【東海第二】
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・津波防護施設の相違

【東海第二】 

・評価内容の相違
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(2) 防波壁通路防波扉の設計方針

防波壁通路防波扉は，「3. 要求機能及び性能目標」の「3.1(3) 性

能目標」で設定している機能設計上の性能目標を達成するために，

以下の設計方針としている。 

防波壁通路防波扉は，防波壁の通路開口部に設置され，地震後の

繰返しの来襲を想定した遡上波に対し，漂流物の衝突,及び風を考

慮した場合においても，想定される津波高さに余裕を考慮した高

さまでの施工により止水性を保持するため，以下の措置を講じる

設計とする。防波壁通路防波扉（１号機北側，２号機北側）は，防

波壁（多重鋼管杭式擁壁）内に設置する設計とする。 

防波壁通路防波扉（荷揚場南，３号機東側）は，入力津波高さ EL 

11.9m に対して余裕を考慮した天端高さ EL 15.0m とし，防波壁（多

重鋼管杭式擁壁），防波壁（逆Ｔ擁壁）及び防波壁（波返重力擁壁）

【東海第二】 

①の相違

・津波防護施設の相違

【東海第二，柏崎 7】
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と合わせて日本海及び輪谷湾に面した敷地面に設置する設計とす

る。 

防波壁通路防波扉は，下部工が岩盤上の改良地盤又は鋼管に支持

される鉄筋コンクリート製の基礎スラブによる基礎構造，上部工

が鋼製部材の扉体とし，扉体と扉枠の境界部には水密ゴムを設置

して圧着構造とし，止水性を保持する設計とする。防波壁通路防

波扉は，「a. 防波壁通路防波扉の漏えい試験」により止水性を

確認したものと同じ材質の防波扉を設置する設計とする。漏えい

試験の試験条件及び試験結果を，以下に示す。 

a. 防波壁通路防波扉の漏えい試験

(a) 試験条件

漏えい試験は，実機で使用している形状，寸法を考慮した試験体

を用いて実施し，評価水位以上の水位を想定した水圧を作用させ

た場合に防波扉と戸当りとの境界部からの漏えいが許容漏水量以

下であることを確認する。 

(b) 試験結果

試験の結果，設定している許容漏水量以下であることを確認した。 

・評価内容の相違

【東海第二】

①の相違
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(3) 流路縮小工の設計方針

a. １号機取水槽流路縮小工

１号機取水槽流路縮小工は，「3. 要求機能及び性能目標」の

「3.1(3) 性能目標」で設定している機能設計上の性能目標を達

成するために，以下の設計方針としている。 

１号機取水槽流路縮小工は，地震後の繰返しの来襲を想定し

た経路からの津波に対し，余震を考慮した場合においても，1号機

取水路からの津波の流入を抑制し，１号機取水槽天端開口部から

津波防護対象設備を内包する建物及び区画が設置された敷地への

流入を防止するため，以下の措置を講じる設計とする。 

１号機取水槽流路縮小工は，入力津波高さ EL 7.6m に対して

余裕を考慮した EL 8.2m の津波高さに対して，鋼製部材で構成し，

十分な支持性能を有する１号機取水槽北側壁に設置することによ

り機能を保持する設計とする。 

また，1号機取水槽流路縮小工は，1号機の性能維持施設で

ある 1号機原子炉補機海水ポンプの取水機能に影響を与えない設

計とする。 

・津波防護施設の相違

【東海第二，柏崎 7】 

・津波防護施設の相違

【東海第二，柏崎 7】
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・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違

・津波防護施設の相違

【東海第二】
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・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違

・津波防護施設の相違

【東海第二】

221



東海第二発電所（2018.10.12 版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25 版） 島根原子力発電所 ２号機 備考 

4.2 浸水防止設備 

(1) 屋外排水路逆止弁の設計方針

屋外排水路逆止弁は，「3. 要求機能及び性能目標」の「3.2(3) 性

能目標」で設定している機能設計上の性能目標を達成するために，

以下の設計方針としている。 

屋外排水路逆止弁は，地震後の繰返しの来襲を想定した経路から

の津波に対し，余震を考慮した場合においても，津波防護対象設

備を内包する建物及び区画が設置された敷地に屋外排水路を介し

て津波が流入することを防止し，屋外排水路逆止弁に想定される

津波高さに余裕を考慮した高さに対する止水性を保持するため，

以下の措置を講じる設計とする。 

・浸水防止設備の相違

【東海第二，柏崎 7】
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屋外排水路逆止弁は，十分な支持性能を有する防波壁に設置され

た集水桝に設置し，入力津波高さ EL 11.9m に余裕を考慮した EL 

12.6m の津波高さに対して，集水桝に設置し，止水性を保持する設

計とする。 

屋外排水路逆止弁は，鋼製とし，止水性を保持する設計とする。 

扉体と戸当りの境界部には水密ゴムを設置して圧着構造とし，止

水性を保持する設計とする。 

・浸水防止設備の相違

【東海第二，柏崎 7】 

・評価内容の相違

【東海第二】

①の相違
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(2) 防水壁の設計方針

a. 取水槽除じん機エリア防水壁

取水槽除じん機エリア防水壁は，「3. 要求機能及び性能目標」の

「3.2(3) 性能目標」で設定している機能設計上の性能目標を達

成するために，以下の設計方針としている。 

取水槽除じん機エリア防水壁は，地震後の繰返しの来襲を想定し

た経路からの津波に対し，風を考慮した場合においても，津波防

護対象設備を内包する建物及び区画が設置された敷地又は取水槽

海水ポンプエリアに取水槽除じん機エリア天端開口部を介して流

入することを防止し，取水槽に想定される津波高さに余裕を考慮

した高さに対する止水性を保持するため，以下の措置を講じる設

計とする。 

取水槽除じん機エリア防水壁は，十分な支持性能を有する取水槽

の躯体上部に設置し，取水槽の入力津波高さEL 10.6mに余裕を考

慮した津波高さEL 11.3mに対して，止水性を保持する設計とす

る。 

取水槽除じん機エリア防水壁は，鋼製の防水壁とし，防水壁と取

水槽躯体の境界部にパッキンを挟んで固定することにより，止水

性を保持する設計とする。 

・浸水防止設備の相違

【東海第二，柏崎 7】 

・記載箇所の相違

【柏崎 7】 

島根２号機の防水壁

の漏えい試験は，溢水防

護施設と合わせて溢水

防護に関する補足説明

資料で説明する。 
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取水槽除じん機エリア防水壁は，「(a) 取水槽除じん機エリア防

水壁の漏えい試験」により止水性を確認したものと同じ材質の防

水壁を設置する設計とする。漏えい試験の試験条件及び試験結果

を，以下に示す。 

(a) 取水槽除じん機エリア防水壁の漏えい試験

イ. 試験条件

漏えい試験は，実機で使用している形状，寸法を考慮した試験体

を用いて実施し，評価水位以上の水位を想定した水圧を作用させ

た場合に防水壁と躯体との境界部からの漏えいが許容漏水量以下

であることを確認する。 

ロ. 試験結果

試験の結果，設定している許容漏水量以下であることを確認した。 

b. 復水器エリア防水壁

復水器エリア防水壁は，「3. 要求機能及び性能目標」の「3.2(3) 

性能目標」で設定している機能設計上の性能目標を達成するため

に，以下の設計方針としている。 

復水器エリア防水壁は，地震による溢水に加えて津波の流入を考

慮した浸水に対し，余震を考慮した場合においても，タービン建

物（Ｓクラスの設備を設置するエリア）に流入することを防止し，

想定される浸水高さに対する止水性を保持するため，以下の措置

を講じる設計とする。 

復水器エリア防水壁は，十分な支持性能を有するタービン建物に

設置し，溢水による浸水高さ EL 4.8m に余裕を考慮した EL 5.3m

までの浸水に対して機能を維持できる設計とする。 

復水器エリア防水壁は，鋼製とし，壁及び床面にパッキンを挟ん

で固定することにより，止水性を保持する設計とする。 

復水器エリア防水壁は，「(a) 復水器エリア防水壁の漏えい試験」

により止水性を確認したものと同じ材質の防水壁を設置する設計

とする。漏えい試験の試験条件及び試験結果を，以下に示す。 

(a) 復水器エリア防水壁の漏えい試験

イ. 試験条件

漏えい試験は，実機で使用している形状，寸法を考慮した試

験体を用いて実施し，評価水位以上の水位を想定した水圧を作用
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させた場合に防水壁と躯体との境界部からの漏えいが許容漏水量

以下であることを確認する。 

ロ. 試験結果

試験の結果，設定している許容漏水量以下であることを確認

した。 

(3) 水密扉の設計方針

a. 取水槽除じん機エリア水密扉

取水槽除じん機エリア水密扉は，「3. 要求機能及び性能目標」の

「3.2(3) 性能目標」で設定している機能設計上の性能目標を達

成するために，以下の設計方針としている。 

取水槽除じん機エリア水密扉は，地震後の繰返しの来襲を想定し

た経路からの津波に対し，風を考慮した場合においても，津波防

護対象設備を内包する建物及び区画が設置された敷地又は取水槽

海水ポンプエリアに取水槽除じん機エリア天端開口部を介して流

入することを防止し，取水槽に想定される浸水高さに対する止水

性を保持するため，以下の措置を講じる設計とする。 

取水槽除じん機エリア水密扉は，十分な支持性能を有する取水槽

躯体に設置し，取水槽の入力津波高さEL 10.6mに余裕を考慮した

津波高さEL 11.3mに対して，止水性を保持する設計とする。 

取水槽除じん機エリア水密扉は，鋼製の水密扉とし，水密扉と扉

枠との境界部にパッキンを挟んで固定することにより，止水性を

保持する設計とする。 

取水槽除じん機エリア水密扉は，「(a) 取水槽除じん機エリア水

密扉の漏えい試験」により止水性を確認したものと同じ材質の水

・浸水防止設備の相違

【東海第二，柏崎 7】 

・記載箇所の相違

【柏崎 7】 

島根２号機の取水槽

除塵機エリア水密扉の

漏えい試験は，浸水防護

施設に関する補足説明

資料で説明する。 

・設置場所の違いによ

る考慮する荷重の相違 

【柏崎 7】 

・浸水高さの相違

【柏崎 7】 

226



東海第二発電所（2018.10.12 版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25 版） 島根原子力発電所 ２号機 備考 

密扉を設置する設計とする。漏えい試験の試験条件及び試験結果

を，以下に示す。 

(a) 取水槽除じん機エリア水密扉の漏えい試験

イ. 試験条件

漏えい試験は，実機で使用している形状，寸法を考慮した試験体

を用いて実施し，評価水位以上の水位を想定した水圧を作用させ

た場合に水密扉と扉枠との境界部からの漏えいが許容漏水量以下

であることを確認する。 

ロ. 試験結果

試験の結果，設定している許容漏水量以下であることを確認した。 

b. 復水器エリア水密扉

復水器エリア水密扉は，「3. 要求機能及び性能目標」の「3.2(3) 

性能目標」で設定している機能設計上の性能目標を達成するため

に，以下の設計方針としている。 

復水器エリア水密扉は，地震による溢水に加えて津波の流入を考

慮した浸水に対し，余震を考慮した場合においても，タービン建

物（Ｓクラスの設備を設置するエリア）に開口部を介して流入す

ることを防止し，想定される浸水高さに対する止水性を保持する

ため，以下の措置を講じる設計とする。 

復水器エリア水密扉は，十分な支持性能を有するタービン建物に

設置し，溢水による浸水高さ EL 4.8m に余裕を考慮した EL 5.3m

までの浸水に対して機能を維持できる設計とする。 

復水器エリア水密扉は，鋼製とし，水密扉と扉枠との境界部にパ

ッキンを挟んで固定することにより，止水性を保持する設計とす

る。復水器エリア水密扉は，「(a) 復水器エリア水密扉の漏えい

試験」により止水性を確認したものと同じ材質の水密扉を設置す

る設計とする。漏えい試験の試験条件及び試験結果を，以下に示

す。 

(a) 復水器エリア水密扉の漏えい試験

イ. 試験条件

漏えい試験は，実機で使用している形状，寸法を考慮した試験体

を用いて実施し，評価水位以上の水位を想定した水圧を作用させ

た場合に水密扉と扉枠との境界部からの漏えいが許容漏水量以下

であることを確認する。 

・記載箇所の相違

【柏崎 7】 

島根２号機の水密扉の

漏えい試験は，溢水防護

施設と合わせて溢水防

護に関する補足説明資

料で説明する。 

・浸水高さの相違

【柏崎 7】 
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ロ. 試験結果

試験の結果，設定している許容漏水量以下であることを確認した。 

(4) 床ドレン逆止弁の設計条件

a. 取水槽床ドレン逆止弁

取水槽床ドレン逆止弁は，「3. 要求機能及び性能目標」の

「3.2(3) 性能目標」で設定している機能設計上の性能目標を達

成するために，以下の設計方針としている。 

取水槽床ドレン逆止弁は，地震後の繰返しの来襲を想定した経路

からの津波に対し，余震及び積雪を考慮した場合においても，取

水槽海水ポンプエリア及び取水槽循環水ポンプエリアに床ドレン

開口部を介して流入することを防止し，取水槽に想定される津波

高さに余裕を考慮した高さに対する止水性を保持するため，以下

の措置を講じる設計とする。 

取水槽床ドレン逆止弁は，十分な支持性能を有する取水槽躯体に

設置し，取水槽の入力津波高さ EL 10.6m に余裕を考慮した津波

高さ EL 11.3m に対して，止水性を保持する設計とする。 

取水槽床ドレン逆止弁は，「(a) 取水槽床ドレン逆止弁の漏えい

試験」により止水性を確認したものと同じ形状，寸法の床ドレン

逆止弁を設置する設計とする。漏えい試験の試験条件及び試験結

果を，以下に示す。 

(a) 取水槽床ドレン逆止弁の漏えい試験

イ. 試験条件

漏えい試験は，実機で使用している形状，寸法の試験体を用いて

実施し，評価水位以上の水位を想定した水圧を作用させた場合に

閉止部からの漏えいが許容漏水量以下であることを確認する。 

図 4－1に漏えい試験概略図を示す。 

・浸水防止設備の相違

【東海第二，柏崎 7】 

・設置場所の違いによ

る考慮する荷重の相違 

【東海第二，柏崎 7】 

 島根２号機の取水槽

床ドレン逆止弁は，漂流

物の影響がない取水槽

に設置し，さらに敷地地

下に設置されることか

ら，風荷重及び漂流物の

衝突荷重を考慮しない 

・考慮する浸水高さの

相違 

【東海第二，柏崎 7】

228



東海第二発電所（2018.10.12 版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25 版） 島根原子力発電所 ２号機 備考 

図 4－1 漏えい試験概略図 

ロ. 試験結果

試験の結果，設定している許容漏水量以下であることを確認し

た。 

・評価内容の相違

【東海第二】

①の相違
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b. タービン建物床ドレン逆止弁

タービン建物床ドレン逆止弁は，「3. 要求機能及び性能目標」

の「3.2(3) 性能目標」で設定している機能設計上の性能目標を

達成するために，以下の設計方針としている。 

タービン建物床ドレン逆止弁は，地震による溢水に加えて津波の

流入を考慮した浸水に対し，余震を考慮した場合においても，タ

ービン建物（Ｓクラスの設備を設置するエリア）に床ドレン配管

を介して流入することを防止し，タービン建物（復水器を設置す

るエリア）に想定される溢水による浸水高さに対する止水性を保

持するため，以下の措置を講じる設計とする。 

タービン建物床ドレン逆止弁は，十分な支持性能を有するタービ

ン建物に設置し，溢水の浸水高さ EL 4.8m に余裕を考慮した浸水

高さ EL 5.3m に対して，タービン建物（復水器を設置するエリ

ア）に設置し，止水性を保持する設計とする。

タービン建物床ドレン逆止弁は，「(a) タービン建物床ドレン

逆止弁の漏えい試験」により止水性を確認したものと同じ形状，

寸法の床ドレン逆止弁を設置する設計とする。漏えい試験の試験

条件及び試験結果を，以下に示す。 

(a) タービン建物床ドレン逆止弁の漏えい試験

イ. 試験条件

漏えい試験は，実機で使用している形状，寸法の試験体を用いて

実施し，評価水位以上の水位を想定した水圧を作用させた場合に

閉止部からの漏えいが許容漏水量以下であることを確認する。 

図 4－2に漏えい試験概略図を示す。 

図 4－2 漏えい試験概略図 

・浸水防止設備の相違

【東海第二，柏崎 7】
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(b) 試験結果

試験の結果，設定している許容漏水量以下であることを確認し

た。 

(5) 隔離弁の設計方針

a. タービン補機海水系隔離システムの設計方針

タービン補機海水系隔離システムは，「3. 要求機能及び性能

目標」の「3.2(2) 性能目標」で設定している機能設計上の性能

目標を達成するために，以下の設計方針としている。 

タービン補機海水系隔離システムは，地震後の繰返しの来襲を

想定した経路からの津波に対し，余震を考慮した場合において

も，津波防護対象設備を内包する建物及び区画であるタービン建

物（Ｓクラスの設備を設置するエリア（西））及び取水槽循環水

ポンプエリアにタービン補機海水系の機器及び配管の損傷箇所を

介して津波が流入することを防止するため，損傷箇所からの溢水

を検知し，自動隔離する設計とする。 

タービン補機海水系配管破断箇所からの溢水の検知及び自動隔

離を行うため，多重化したタービン補機海水系隔離システムを構

築する。システムを構成するものとして，漏えい検知器，タービ

ン補機海水ポンプ出口弁及び制御盤がある。

タービン補機海水系の機器及び配管の損傷箇所からの溢水を検

知するため，漏えい検知器を設置し，機器及び配管の損傷の発生

が想定される区画における水位上昇を検知し，制御盤へ漏えい検

知信号を送信する。地震を起因とするタービン補機海水系の機器

及び配管の損傷箇所からの溢水に対しては，漏えい検知信号及び

地震大信号（原子炉スクラム）を受け，タービン補機海水ポンプ

を停止させるとともにタービン補機海水ポンプ出口弁を自動閉止

させる。 

漏えい検知からタービン補機海水ポンプ出口弁が自動閉止する

までの時間は，海域活断層から想定される地震による津波が到達

する時間である約３分に余裕を考慮して，約 60秒以内となる設

計とする。 

(a) 漏えい検知・自動隔離に対する設備の概要

イ. 漏えい検知器

取水槽循環水ポンプエリア，タービン建物（Ｓクラスの設備を

・津波防護対策の相違

【東海第二，柏崎７】 

島根２号機は浸水防護

設備として機器・配管系

がある 
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設置するエリア（西））（非管理区域及び管理区域に区画）及び

タービン建物（復水器を設置するエリア）に設置するタービン補

機海水系の機器及び配管の損傷が想定されるため，これらのエリ

ア（4エリア）の床面に漏えい検知器を設置する。

ロ. タービン補機海水ポンプ出口弁

漏えいが検知された際に自動閉止するようタービン補機海水ポ

ンプ出口弁を設置する。

ハ. 制御盤

漏えい検知器から漏えい検知信号による警報発信及び自動隔離

を行うため，制御回路を設置する。 

(b) タービン補機海水系隔離システム

イ. 漏えい検知及び隔離

漏えい検知器は，4エリア毎に多重化して設置する。それぞれ

のエリアの漏えい検知器が 2 out of 3 の信号にて漏えい検知信

号を発するものとし，各エリアに 6台，合計 24台設置する。 

タービン補機海水ポンプ出口弁は，実作動時間を考慮し，漏え

い検知信号発信後約 60秒で閉止する設計とする。 

漏えい検知信号発信後の隔離時間を表 4－1，漏えい検知器及び

タービン補機海水ポンプ出口弁の配置を図 4－3，タービン補機海

水系隔離システムの概要を図 4－4に示す。 

ロ. 設備の仕様及び精度，応答について

(イ) 漏えい検知器の仕様

・検知方法：

・耐圧：

・許容温度：

・要求精度：セットポイントより 以内 

(ロ) 計測設備の精度

漏えい検知器から制御盤までの精度を 以内の誤差範囲

に収める設計とする。 
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表 4－1 警報発信後の隔離時間の設定 

起因
事象 

隔離 漏えい箇所特定 漏えい箇所隔
離操作 

合計 

地震 自動 「取水槽循環水ポンプエリ
ア水位異常高」警報にてタ
ービン補機海水系からの漏

えいを判断

タービン補機
海水ポンプ自
動停止

タービン補機
海水ポンプ出
口弁閉止

＊１

水位異常検知時間 
＊2より， 

「タービン建物（復水器を
設置するエリア）水位異常

高」警報にてタービン補機
海水系からの漏えいを判断 

水位異常検知時間 
＊2より， 

「タービン建物（Sクラス
を設置するエリア（西））
【管理区域】水位異常高」

警報にてタービン補機海水
系からの漏えいを判断 

水位異常検知時間 
＊2より， 

「タービン建物（Sクラス

を設置するエリア（西））
【非管理区域】水位異常
高」警報にてタービン補機

海水系からの漏えいを判断 

水位異常検知時間 
＊2より， 

注記＊１：弁閉止時間：

＊２：Ⅵ-1-1-3-2-4「入力津波による津波防護対象設備への影響評

価」においては，水位異常高検知時間の小数点第一位を切り上

げた時間で溢水量を算出 

図 4－3 漏えい検知器及びタービン補機海水ポンプ出口弁配置図 
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図 4－4 タービン補機海水系隔離システムの概要 

(c) 設備の特徴及び機能維持

各設備は以下のとおり信頼性を確保可能であり，加えて適切な

保全計画を策定・実施することにより，長期の機能維持を図る。 

イ. 漏えい検知器及び検出回路

漏えい検知器 は単純構造の静的機器であり，故障は

起こりにくい。

＊

漏えい検知器の構造概要を図 4－5に示す。 

注記＊：
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ロ. 制御回路及び出力リレー回路

制御回路はアナログリレーで構成されており，回路の信頼性は

高いものとなっている。また，出力リレー回路は，配線設備を含

め広く一般的に用いられる機器で構成されており，通常使用にお

いて故障頻度は少なく，基本的に設備固有の信頼性は高いもので

ある。 

ハ. タービン補機海水ポンプ出口弁

タービン補機海水ポンプ出口弁については，屋外仕様で設計す

ることで，雨水・塵埃等の設備の信頼性を低下させる要因による

影響は小さいと考えられる。定期的な作動により設備の健全性を

確保する。なお，作動試験の実施については，系統外乱を回避す

る観点から定期事業者検査期間中に実施する。 

図 4－5 漏えい検知器の概要図 

b. 逆止弁の設計方針

逆止弁は，「3. 要求機能及び性能目標」の「3.2(3) 性能目

標」で設定している機能設計上の性能目標を達成するために，以

下の設計方針としている。 

逆止弁は，地震後の繰返しの来襲を想定した経路からの津波に

対し，余震を考慮した場合においても，タービン建物（Ｓクラス

の設備を設置するエリア（西））にタービン補機海水系又は液体

廃棄物処理系の機器及び配管の損傷箇所を介して流入することを

・津波防護対策の相違

【東海第二，柏崎７】 

島根２号機は浸水防

護設備として機器・配管

系がある 
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防止し，放水槽に想定される津波高さに余裕を考慮した高さに対

する止水性を保持するため，以下の措置を講じる設計とする。 

逆止弁は，タービン補機海水系又は液体廃棄物処理系の放水配

管に設置し，放水槽の入力津波高さ EL 7.9m に余裕を考慮した津

波高さ EL 8.6m に対して，止水性を保持する設計とする。 

逆止弁は，「(a) 逆止弁の漏えい試験」により止水性を確認した

ものと同じ形状，寸法の逆止弁を設置する設計とする。漏えい試

験の試験条件及び試験結果を，以下に示す。 

(a) 逆止弁の漏えい試験

イ. 試験条件

漏えい試験は，実機で使用している形状，寸法の試験体を用いて

実施し，評価水位以上の水位を想定した水圧を作用させた場合に

閉止部からの漏えいが許容漏水量以下であることを確認する。 

ロ. 試験結果

試験の結果，許容漏水量以下であることを確認した。 

(6) ポンプ及び配管の設計方針

ポンプ及び配管は，「3. 要求機能及び性能目標」の「3.2(3) 

性能目標」で設定している機能設計上の性能目標を達成するため

に，以下の設計方針としている。 

ポンプ及び配管は，地震後の繰返しの来襲を想定した経路から

の津波に対し，余震を考慮した場合においても，原子炉建物，タ

ービン建物（Ｓクラスの設備を設置するエリア（西）），取水槽

海水ポンプエリア及び取水槽循環水ポンプエリアに原子炉補機海

水系，高圧炉心スプレイ補機海水系，循環水系，タービン補機海

水系，液体廃棄物処理系及び除じん系の機器及び配管の損傷箇所

を介して流入することを防止し，取水槽又は放水槽に想定される

津波高さに余裕を考慮した高さに対する止水性を保持するため，

以下の措置を講じる設計とする。 

循環水ポンプ及び配管（循環水ポンプ出口弁含む），タービン補

機海水ポンプ及び配管並びに除じんポンプ及び配管は，取水槽に

おける入力津波高さ EL 10.6m に余裕を考慮した津波高さ EL 

11.3m に対して，止水性を保持する設計とする。 

原子炉補機海水系配管（放水配管），高圧炉心スプレイ補機海水

系配管（放水配管），タービン補機海水系配管及び液体廃棄物処

理系配管は，放水槽の入力津波高さ EL 7.9m に余裕を考慮した津

・津波防護対策の相違

【東海第二，柏崎７】 

島根２号機は浸水防

護設備として機器・配管

系がある 
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波高さ EL 8.6m に対して，止水性を保持する設計とする。 

・浸水防止設備の相違

【東海第二】
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・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違

・浸水防止設備の相違

【東海第二】
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・浸水防止設備の相違

【東海第二】 

・評価内容の相違

【東海第二】

①の相違
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・浸水防止設備の相違
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・評価内容の相違
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①の相違
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・評価内容の相違
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①の相違
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・浸水防止設備の相違
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①の相違

・浸水防止設備の相違
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・評価内容の相違

【東海第二】
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①の相違

・浸水防止設備の相違

【東海第二】
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・評価内容の相違
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①の相違

・浸水防止設備の相違
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・評価内容の相違
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①の相違

・浸水防止設備の相違
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【東海第二】 

①の相違
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(7) 貫通部止水処置の設計方針

貫通部止水処置は，「3. 要求機能及び性能目標」の「3.2(3) 

性能目標」で設定している機能設計上の性能目標を達成するため

に，以下の設計方針としている。 

貫通部止水処置は，地震後の繰返しの来襲を想定した経路からの

津波，及び地震による溢水に加えて津波の流入を考慮した浸水に

対し，余震を考慮した場合においても，経路からの津波，及び地

震による溢水に加えて津波の流入を考慮した浸水に余裕を考慮し

た高さに対する止水性を保持するために以下の設計とする。 

取水槽（除じん機エリア）の貫通部に施工する貫通部止水処置

は，取水槽（除じん機エリア）へ流入する可能性のある津波高さ

EL 10.6m に余裕を考慮した EL 11.3m 以下の貫通口と貫通部の隙

間に施工する設計とする。 

放水槽の貫通部に施工する貫通部止水処置は，放水槽へ流入する

可能性のある津波高さ EL 7.9m に余裕を考慮した EL 8.6m 以下の

貫通口と貫通部の隙間に施工する設計とする。 

タービン建物（復水器を設置するエリア）の貫通部に施工する貫

通部止水処置は，溢水による浸水高さ EL 4.8m に余裕を考慮した

EL 5.3m 以下の貫通口と貫通部の隙間に施工する設計とする。 

貫通部止水処置は，「a. 貫通部止水処置の漏えい試験」により

止水性を確認した施工方法にて施工する設計とする。 

漏えい試験の試験条件及び試験結果を，以下に示す。 

a. 貫通部止水処置の漏えい試験

(a) 試験条件

漏えい試験は，実機で使用する形状及び寸法を考慮した試験体を

用いて実施し，評価水位以上の水位を想定した水圧を作用させた

場合にシール材と貫通口及び貫通物と境界部若しくはブーツ取付

・浸水防止設備の相違

【東海第二】 

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・貫通部止水箇所の相

違 

【東海第二，柏崎 7】 

・考慮する浸水高さの

相違 

【東海第二，柏崎 7】
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部より漏えいが生じないことを確認する。 

図 4－6及び図 4－7に漏えい試験概要図を示す。 

図 4－6 シール材の漏えい試験の概要 

図 4－7 ブーツの漏えい試験の概要 

ラバーブーツ
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(b) 試験結果

試験の結果，有意な漏えいは認められなかった。 

・評価内容の相違

【東海第二】

①の相違
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4.3 津波監視設備 

(1) 津波監視カメラの設計方針

津波監視カメラは，「3. 要求機能及び性能目標」の「3.3(3) 

性能目標」で設定している機能設計上の性能目標を達成するため

に，以下の設計方針としている。 

津波監視カメラは，波力及び漂流物の影響を受けない，2号機排

気筒及び 3号機北側防波壁上部にカメラ本体を設置し，風及び積

雪を考慮した場合においても，昼夜にわたり監視可能な設計とす

る。また，カメラ本体からの映像信号を電路により廃棄物処理建

物に設置する制御盤及び中央制御室に設置する監視モニタに伝送

し，中央制御室にて監視可能な設計とする。電路については，波

力や漂流物の影響を受けない箇所に設置し，電源は，津波の影響

を受けない建物に設置する非常用電源設備から給電する設計とす

る。 

・評価内容の相違

【東海第二】

①の相違
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・津波防護対策の相違

【東海第二】 

島根２号機は取水槽

水位計により，水位上昇

側の津波高さも監視で

きることから，潮位計を

設置していない 

・評価内容の相違

【東海第二】

①の相違

261



東海第二発電所（2018.10.12 版） 柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25 版） 島根原子力発電所 ２号機 備考 

(2) 取水槽水位計

取水槽水位計は，「3. 要求機能及び性能目標」の「3.3(3) 性

能目標」で設定している機能設計上の性能目標を達成するため

に，以下の設計方針としている。 

取水槽水位計は，地震後の繰返しの来襲を想定した経路からの津

波に対し，余震及び積雪を考慮した場合においても，取水槽の想

定される津波高さ EL 10.6m に余裕を考慮した高さ EL 11.3m に耐

えうる設計とするとともに漂流物の影響を受けにくい取水槽に設

置する。 

取水槽水位計は，朔望平均潮位を考慮した取水槽の上昇側及び下

降側の水位変動 EL-6.5m から EL 10.6m の水位を圧力式の検出器

を用いて正確な測定が可能な設計とする。 

また，検出器で測定した水位の信号を電路により中央制御室に伝

送し，中央制御室にて監視可能な設計とする。 

電路については，波力や漂流物の影響を受けない箇所に設置し，

電源は津波の影響を受けない建物に設置する非常用電源設備から

給電する設計とする。 

・記載の相違

【東海第二，柏崎 7】 

③の相違

・入力津波高さの相違

【東海第二，柏崎 7】 

・測定範囲の相違

【東海第二，柏崎 7】
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4.4 漂流防止装置 

(1) 漂流防止装置（係船柱）の設計方針

漂流防止装置（係船柱）は，「3. 要求機能及び性能目標」の「3.4(3) 

性能目標」で設定している機能設計上の性能目標を達成するため

に，以下の設計方針としている。 

漂流防止装置（係船柱）は，海域活断層に想定される地震による津

波（基準津波４）の流れにより作用する燃料等輸送船の係留力に

対し，漂流防止装置に要求される機能を保持できる設計とする。 

また，漂流防止装置（係船柱）は，地震後，機能を保持できる範囲

に変形を留める漂流防止装置基礎（多重鋼管杭，荷揚護岸）の上部

に設置する。 

・設備構成の相違

【柏崎 7】 

・評価内容の相違

【東海第二】 

①の相違

・津波防護対策の相違

【東海第二，柏崎 7】 

 島根２号機は漂流防

止装置として係船柱を

設置する 
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